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Current Socio-Economic Situations of Urban Inuit in Canada: 

           A Case Study from Montreal 

                Nobuhiro Kishigami

　カナダにおいては1980年 代に入ってから,多 数のイヌイ ヅトが都市に移動 し,

居住するようになった。1991年 に実施された先住民人 口調査によると,カ ナダ

全体でイヌイットであるというアイデンティティを持つ4万9千 人の中で,10

万人以上の都市に住んでいる人 口は8,300人 あ まりである。これ らの都市在住の

イヌイ ヅトの生活の実態はあまりよく知 られていない。本稿では,カ ナダ国ケ

ベ ック州モントリオール 地区に在住するイヌイットの出身地,生 活の実態,彼

らの将来展望について報告する。そして彼らの文化やエスニック ・アイデン

ティティがどのように変容 しつつあるのかについて論ずる。1997年 の時点では,

モントリオール地区に在住するイヌイットは独 自のコミュニティーや都市文化

を形成していない。片親が非イヌイ ットであった り,モントリオール 地区で生

まれ育ったイヌイット出自の人はイヌイット語を話せなかった り,イ ヌイット

的な生活様式を保持 していなかった りするが,イ ヌイヅト意識は持ち続けてい

る。この中には長期にわたる都市生活や異民族婚の結果,2つ 以上のエスニッ

ク ・アイデンティ ティを併せ持つ人が出現しつつある。

   In 1991, 8,300 of the 49,000 Inuit in Canada were residing in several 

southern Canadian cities with populations over 100,000. The overall 

living situation and conditions of urban Inuit in Canada are relatively 

unknown. In this paper, I will describe the reasons why Inuit migrated 

from their home communities to the urban environment of Montreal
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and' their socio-economic situation as of 1997. I then will discuss 

changes in the life styles and ethnic identities of these "urban  Inuit". 

Inuit living in Montreal have not yet established a distinct community or 

urban culture. Rather, Montreal Inuit exhibit emerging multiple iden-

tities that may relate to such factors as prolonged city residence and 

marriage to non-Inuit. This urban sub-population generally does not 

speak Inuktitut nor practice "northern Inuit" ways of life, yet maintains 
"Inuit" as one of its several ethnic identities

.
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は じ め に

カナダの先住民は フ ァース ト・ネーシ ョンズ(公 認イ ソデ ィア ソ,非 公認イ ソデ ィ

ア ン),メ ーテ ィス(インディアン とお もに フランス系 カナ ダ人 との間 に生 まれた人

々とその子孫),イ ヌイ ットに分 け られ る(Frideres1998:27)。 イ ヌイ ッ ト以外のカ

ナダ先住民 の場合,第 二次世界大戦後に都市 への人 口移動 が顕在化 し,1986年 に は全

人 口の3分 の1以 上が都市で生活 を営 んでいた。1990年 代 に入 って も都市におけ る先

住民人 口は増加中 であ ることが知 られ ている(Frideres1998:237)。 現 在では,フ ァー
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ス ト・ネーシ ョソズ とメーティスの総人 口の半分か ら3分 の2が 都市に住んでい るの

ではないか と言われている(Peters　 1996;Royal　 Commission　 on　Aboriginal　 Peoples

1993)1�

　 イ ヌイ ッ トの都市への移動が知 られ るよ うにな ったのは1980年 代 であ る。 そ してカ

ナ ダの国勢調 査 と同時 に1991年 に 実施 された先 住民調 査(Aboriginal　 Peoples　 Sur-

vey)に よ って,多 数のイ ヌイ ッ トが カナダの都市に住ん でい ることが判明 した。す

なわ ち,自 らをイ ヌイ ッ トである,な い しは部 分的であ るにせ よイ ヌイ ットの出自を

持ちイ ヌイ ッ ト意識を持つ49,000人 あ ま りの中で,人 口10万 人 以上 の都市 に在住 して

い る人 口は8,305人 を数 える(the　 Centre　 for　International　 Statistics　at　the　Canadian

Council　 on　Social　Development　 1996:table　 1)。 イ ヌイ ッ トのほぼ5人 に1人 が都市

に在住 してい ることになる。 イ ヌイ ッ トが住んでい る都市 を人 口の多い順に10都 市 あ

げ ると,ト ロン ト(1,895人),エ ドモ ン トソ(840人),モントリオール(775人),オ

タ ワ=ハ ル(725人),カ ル ガ リー(630人),バ ソ クー・ミー(570人),ウ イ ニペ グ

(515人),・ ・リファクス(360人),セ ン ト・ジ ョーンズ(345人),ビ ク トリア(260

人)と な る。

　極北の村の都市化については研究が存在す る ものの(Honigmann　 and　Honigmann

1970),カ ナ ダ ・イ ヌイ ットの都市 への移動 や都市生活 についての研究は,イ ヌイ ッ

トの都市への移動 の歴史が浅 い こともあ って,ほ とん ど行われていない2)0

　 筆 者は 「都市 におけ る先住 民社会 の研究」 プロジェク ト(国 立民族学博物館教授松

山利夫代表)の 一員 と して,カ ナダの都市先住民を担当 し,1996年 と1997年 の夏に カ

ナ ダ国モン トリオール地区において,都 市に在住す るイ ヌイ ッ トの調査 を実施 した。

その結果は,「 イ ヌイ ットの都市居住は一時的 である。」 とい う筆者の予想 に反 して,

都 市在住イ ヌイ ットの半数あ ま りが5年 以上 も都市に住んでいることが分 か り,先 住

民社会の変化の多面的 な現実 を認識せ ざるを得な くな った。本稿では,イ ヌイ ッ トが

モ ン トリナ ール地 区に来住 した理 由や生活の実態を報告することを 目的 としている。

　 カナダにおける都市在住のイ ヌイ ッ トの移動や生活に関す る基礎的な情報が ほ とん

ど存在 しない現時 点において,フ ィール ド・デ ータに基づ く第一次情報 を提示す るこ

とは,速 報的な内容 であ るとして も,都 市在住のイ ヌイ ッ ト研究を本格 的に開始す る

上 で重要な ことである。 また,今 後,こ の研究を さらに進 めてい くためには,今 回の

調査 で見い出 した問題点を整理す るこ とも重要であ る。 この2つ が本稿 を執筆 した理

由である。
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1.調 査 の 目的 と方法

1-1.調 査 の 目的 と方 法

　都市先住民を研究す るテーマは多数あるが,も っとも基本的 な問いは 「それぞれの

都市に居住す る先住民がいかな る状況にあ り,ど うい う社会 を形成 し,そ こには どの

よ うな歴史が あ り,人hは いか に生 きているかを あきらか にす る」(松 山1997:97)

こ とであ る。筆者 はこの4つ の基本的な問 いを念頭に置 いて,調 査地をモ ソ トリオー

ル地区に設定 し,同 地に住む イヌイ ットの来住 の理 由,社 会 ・経済的な状況 の実態に

つ いて全体的な把握を試 み ることに した3も

　モントリオール 地区を調査地に選 んだ理 由は3つ あ る。第一 は,イ ヌイ ットの政治

団体 との交渉の結果,モントリオール 地区でのイ ヌイ ッ トの実態調査がイ ヌイ ッ ト側

からも必要 とされていることが分か ったか らである。第二に,モントリオール 地区は

東部極北地域V'`住む イ ヌイ ッ トに とっては,定 期航空便で連結 され てお り,南 へ の出

入 り口としての役割 を果た しているか らであ る。第三に,筆 者 は1980年 代 の半 ばか ら

ヶベ ック州極北部 ヌナ ヴ ィク(Nunavik)の イ ヌイ ッ ト社会で調査を行 な ってﾘり,

そ こに住 んでい るイ ヌイ ッ トが移動 しやすいモントリオール 地 区においては,極 北 の

村 の状況を視野 に入 れなが ら都 市在住 のイ ヌイ ッ トを調査 で きると考 えたか らであ

るQ

　モントリオール 地 区の調査 では,質 問票を用いた面接に よるイ ンタ ビューを,マ キ

ヴィク,モントリオール 先住 民友好 セ γター,シ ェ ・ドリ,カ テ ィヴィク教育委 員会

とい う都市 イヌイ ヅトに関係す る諸 団体において実施 した。質問の内容 は,モ ソ トリ

オ ール地 区に来た理由,移 動歴,仕 事 と収入,社 会的 ネ ッ トワーク,故 郷 との関係,

食 事,健 康,住 宅事情,イ ヌイ ッ ト語 の能力,モ ン トリオール地区 と極北 の出身村 と

の違い,モ ン トリオ ール地区の長所 と短所,将 来,都 市 において必要 とされ るサ ービ

スな どに関 してであ った。1997年 の調査 では55人 のイ ヌイ ッ トにイ ソタ ビュー調査を

行 った4)0今 回 のイ ンタ ビュー調査 が,統 計学 的な意味での無作為に よる標 本抽 出で

はなか った ことを認めた上で,こ こではイ ンタ ビュー調査 の結果に基づいて調査報告

を行いたい5)0
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1-2.調 査 対 象 者 に つ い て

1997年 の6月 を基準 とす る と,筆 者がイ ンタビz一 したイ ヌイ ッ トの年齢 とその人

数は表1に 示す通 りであ る。

平均年齢 は,33.2歳 で あ った。20歳 代 の後半か ら40歳 代 の前半の間に人 口分布 が集

中 している ことが分 か る。 また,55

歳 を 越xる 人 は きわ めて少ない。 さ

らに性別 につ いて言 えぽ,55人 の う

ち,男 性 は19人(34.5%),女 性 は

36人(65.5%)で あ り,女 性 の総 数

は男性の約2倍 であ る。

今回 イ ンタ ビューを実 施 したイ ヌ

イ ッ トを,職 の上 で分類 す ると,有

職 と無職,学 生 に分 け ることがで き

る。

有職者(パ ー トタイ ムを含む)の

総数 は,22人 で あ った。 この うち7

人 は マ キ ヴィ クで,11人 は カテ ィ

ヴィク教育委 員会 で,2人 は モン ト

リオール地 区の先住 民友好 セン ター

で事務員 な どとして,2人 はパ ー ト

タイムの通訳 として病 院 で働 いてい

た。

無職 の人 にはお もに福祉金 に頼 り

なが ら生活 を してい る人 と,無 収入

で住所不定 の人がい る。今回調査 し

た無職者 の総 数は25人 で あ り,そ の

うち22人 が福 祉金を受 け ていた。3

人 は福祉金 を受給 してお らず,住 所

不定 の状態にあ った。

学生 とはモントリオール の市 内や

近 郊にあ る大学(マ クギル大学や コ

表1調 査対象イヌイ ットの年齢別人数

人数

17歳 1人

19歳 2人

21歳 2人

22歳 1人

24歳 2人

25歳 1人

26歳 1人

28歳 3人

29歳 1人

30歳 5人

31歳 3人

32歳 4人

33歳 3人

34歳 1人

35歳 3人

36歳 3人

37歳 4人

38歳 4人

39歳 1人

40歳 3人

42歳 2人

43歳 1人

44歳 1人

46歳 2人

58歳 1人
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ソコーデ ィア大学),ド ーソソ ・カレ ッジな どセジ ェップ(CEGEP,大 学 の教養部 に

相当す る3年 制の高等教育機 関),高 校 に在籍 し,学 んでいる人 たちである。 イ ンタ

ビューを行 った学生は8人 であ った。その うち4人 が大学生 で,4人 が セジ ェップの

学生であ った。

11.モ ン トリオ ール地 区 に在 住 す るイ ヌイ ッ ト

11-1.極 北地 域 とモ ン トリオ ール地 区 の社 会 ・経 済的 な諸条 件

　 カナダ ・イ ヌイ ッ トが,カ ナダ政府 によってつ く りだされた極北地域 の各地の村落

にお いて,定 住生活 を開始 したのは1960年 代 であ った。1970年 代 には先住民に よる権

＼利獲得運動が盛 んにな り
,1975年 には ケベ ック州極 北部 のイ ヌイ ッ トが 「ジ ェームズ

湾 お よび北 ケベ ック協定」(James　 Bay　 and　 Northern　 Quebec　 Agreement)を,1984

年 に は旧北西準州北西部 のイ ヌヴィアルイ トが 「イ ヌヴ ィアルイ ト協定」(Inuvialuit

Agreement)を,1993年 に は旧北 西準州中部 お よび東部 のイ ヌイ ッ トが 「ヌナ ヴ ト協

定」(Nunavut　 Agreement)を,州 や 国家 を相手 に締結 した。 これ らの諸協定は極北

地域 に住むイ ヌイ ッ トの土地権,生 業権 などに関す る取 り決めであ った。

　 1990年 代 半ぽまでにイヌイ ッ トは政治的な 自律性を高めたが,経 済 的にはカナダ政

府や ケベ ック州政府へ の依存度 を高 めていった。極北地域 にはイ ヌイ ッ トが働 くこと

がで きる定職 が少ない。1983年 に はEC共 同 体が アザ ラシの毛皮 の輸入 を禁止 した

ことに よって,毛 皮市場が崩壊 したた めに,多 数のイ ヌイ ッ トがそれ まで以上に国や

州 が提供す る福祉金や生活補助金へ の依存度を高め ざるを}xな か ったのである。

　 1960年 代 以降,極 北地域におけるイ ヌイ ッ トの人 口は増加 の一途をた どった。そ し

て定住 村落は大規模化 し,現 在 では人 口数4,000人 を 越>xる イ カルイ ト(Iqaluit)の

よ うな町 まで出現 している。

　 ケベ ック州 の極 北部 にあ るイ ヌイ ッ トの村 イ ヌクジュア ク(lnukjuak)を 例 と し

て,カ ナダ極北地域 のイヌイ ット社会 の社会 ・経済状況を紹介 してお きたい。 イヌ ク

ジュア ク村は,1996年1月 の時点で,人 口1,178名,世 帯数244で あ った。 当時,同 村

には,フ ル タイ ムの定職 が152,パ ー トタイムの職が80,そ して夏期には建築 ・土木

工事 の仕事が97あ った。 フル タイムの定職の数は,村 の世帯総数 よ りも少 ない上 に,

学 校の教員,看 護 婦な ど高収入の ある職には ヨー ロッパ系 カナダ人 がっいていた。

1991年 の統計に よると,ヌ ナヴィクのイ ヌイ ヅ ト労働者の平均年収は1万5千 ドル弱
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　(以 下すべ てカナ ダ ・ドル)で あった(Makivik　 l997:10)。1996年 の 同村の完全失

業率(失 業保険を もらっている人が稼働労働人 口の中に占める割合)は34%で,不 完

全雇用率(絶 対 的に職 のない率)は51%で あ った。極北地域 は食料品や物 品の搬送 に

経費 がか か り,そ れ は物価 に反 映 され ていた。例 えば,ベ ーコソ500グ ラ ムはモ ソ ト

リオール地区では4ド ル程度の価格 が,イ ヌクジ ュア ク村 では6ド ル50セ ン ト近 くす

るな ど,物 価は約1.5倍 で あった。 こり ように極北 の村 では仕事が不足 してい る上 に ,

物 価が高 く,生 活が厳 しい と言 える(岸 上1996b:731-732)。

　 極北の村 々では個人所 有の家屋は きわめて少な く,住 宅のほ とん どが州政府や準州

政府 に よって提供 され,賃 貸 され てい る。1997年 の統計に よると,イ ヌクジ ュア ク村

には244世 帯 が存在す る。その内訳は,1寝 室型 のアパー ト12世 帯,2寝 室 型のアパ ー

ト56世 帯,3寝 室 型 の家屋 ・アパ ー ト100世 帯,4寝 室 型 の家屋52世 帯,5寝 室 型 の

家屋24世 帯 である。人 口が約1,200名 で ある とす ると,一 世 帯あた りの員数 は4.9名,

一 部屋 あた りの員数は1
.6名 であ る。住宅状況は母子家庭 や未婚の成 人には厳 しい状

況にある。

　 カナダ政府,州 政府,地 方政府のいずれ も,イ ヌイ ットに対 し,極 北の村hか ら都

市へ の移動促進政策 を実施す ることはなか ったが,こ の ような経済 ・住宅条件は,若

いイ ヌイ ッ トを村か ら押 し出す要因のひとつである。

　 モン トリオ ール市を 中核 としたモ ン トリール地 区の総人 口は309万 人 あ ま りであ る。

モントリオール地区 が,他 の カナダの都市 と大 きく異 なる点は,仏 系住民 が多 数派

(182万 人,総 人 口の約60%)を 占め てお り,フ ラソス語 が第一言語 とされ てい るこ

とであ る。そ こで職を得 るためには,フ ラソス語 の使用能力が必要条件 のひ とつ とな

る。 ケベ ック州 の極北部か らきたイヌイ ットの一部を除けぽ,ほ とんどのイヌイ ッ ト

の第一言語は イ ヌイ ッ ト語か英語 であ る。 モ ン トリオ ール地区はイ ヌイ ッ トに とって

就職 に不利な場所であ ると言 える。

　 しか しモントリオール 地 区にはイ ヌイ ッ トを雇用す る団体や彼 らの生活を補助 して

くれ る慈善事業団体 が複数存在 している ことも事実である。モントリオール 市 の郊外

の ラシー ヌ市にはマキ ヴィクのモン トリオール事務所 があ り,モントリオール 市 内に

はケベ ック州極北部 ヌナ ヴィク地域 の教育を統括す る機 関であるカテ ィヴィク教育委

員会の本部事務所 があ り,イ ヌイ ッ トの正職員を抱 えている。 また,極 北 の村か らイ

ヌイ ッ トの病 人を迎 え入れ る病院や宿泊施設は,イ ヌイ ッ ト語の通訳 として常時,何

人か のイ ヌイ ッ トを雇 ってい る。 また,モ ン トリオ ール地 区には,複 数 の高校 や セ

ジ ェップ,大 学 があ り,イ ヌイ ッ トの学生を受け入れ ている。モントリオール 地区に
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は,総 合病院や小児科専 門病院があ り,パ フ ィソ島や ケベ ック州極北部 か らイヌイ ッ

トの患者を治療 のために受け入れている。

　 モ ン トリオール地 区には先住民全体 にサ ービスを提供す る非営利団体 である先住民

友好 センターがあ り,都 市に住むイ ヌイ ッ トもこの機関 を利用 している。 シ ェ ・ドリ

は女性のための シェルターであ り,イ ヌイ ッ トの女性 も利用 している。 これ ら以外 に

も,衣 類や食料 を提供す る慈善事業団体が複数存在 し,弱 者救済のサー ビスを提供 し

ている。 モ ン トリ.オール地区では,筆 者が調べ た限 りで も,ウ エル カム ・ホール ・

ミッシ ョン(Welcome　 Hall　Mission),オ ール ド・ブルー ウェリー ・ミッショソ(Old

Brewery　 Mission　 Inc.),メ ゾ ソ ・デ ュ ・ペール(Maison　 du　P鑽e),世 界 救世軍(Sal-

vation　Army)が 運 営する女性 用緊急 シ ェル ター,女 性用宿泊施設,男 性用宿泊施設

とホステルで食事を無料で とった り,シ ャワーを あびた り,泊 まることがで きる。

　 カナ ダ政府や州政府,そ の他 の地方 自治体 は,都 市に住むイ ヌイ ッ トを対象 とした

特別 な社会 ・経済政策は実施 していない。 しか し,こ の よ うにモントリオール 地区に

は,他 のカナダの都市 と同様 に仕事場,学 校,病 院,救 済セ ソター,慈 善事業施設が

存在 してい る。 モ ン トリオール地区には775人 の イ ヌイ ッ トが いるこ とが1991年 の 先

住 民人 口調査 で分か ってい る。同年 の調査 に よる と,こ の775人 の うちイ ヌイ ッ トの

アイデ ンテ ィテ ィだけを持 つ者 が320人,イ ヌイ ッ トとそれ以外の アイデ ンテ ィテ ィ

を併せ持つ者が455人 であ った。

11-2.出 身 地

　 イ ソタビューを行 った55人 のイヌイ ッ トの出生地 ない しは生 まれてす ぐに養子に出

された場所 を村 名 と地域で分類すれば次 の表2の ようになる(地 図1参 照)。

　 この表2を 見 る と,ケ ベ ック州極北部(ヌ ナ ヴィク)全 域か らイ ヌイ ッ トが モソ ト

リオール地 区に来 ていることが分 かる6)0人 口規模 が900人 を越す村(ク ージ ュア ック,

サ ルイ ト,プ ヴ ソニツ ック)や,モントリオール 地 区 と飛行機 の直行便 のある村(ク ー

ジ ュア ラー ピ ク,ク ー ジ ュア ック)か ら来 てい る人 が 多 い と言 え る。 ヌナ ヴ ト

(Nunavut,旧 北 西準州の中部 お よび東部極北地域)か ら来たイ ヌイ ッ トの出身地 は,

地 域的には ヌナ ヴ トの東部地域 にある村が多 い。 また,ヌ ナ ヴ トの東部地域の病人 は

モントリオール地区の病 院に送 られ る傾向がある上に,ヌ ナ ヴ トの拠点であるイカル

イ トとモントリオール 地 区には直通の航空便が就航 しているので ヌナヴ ト東部 出身 の

イ ヌイ ッ トがモントリオール 地区に多数来 ていると考 え られ る。
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表2モントリオール 居 住 の イ ヌイ ッ トの 出 身 地

ケベ ック州内36人 名 称 人 数

(1) クージ ュア ラー ピ ク(Kuujjuaraapik) 11人

(2) クー ジ ュア ッ ク(Kuujuaq) 5人

(3) クア ッタ ッ ク(Quaqtaq) 5人

(4) サ ル イ ト(Balluit) 3人

(5) プ ヴ ン ニ ツ ッ ク(Puvirnituq) 3人

(6) カ ンギ フ ッス ジ ュア ッ ク(Kangiqsujuaq) 2人

(7) カ ンギス ク(Kangirsuk) 2人

(8) イ ヌク ジ ュ ア ク(lnukjuak) 1人

(9) チ サ シ ビ(Chisasibi) 1人

(ia) イ ヴイ ヴ ィク(Ivujivik) 1人

(11) モントリオール市(Montreal) 1人

(12) ケベ ック市(Quebec) 1人

ヌナ ヴ ト13名

(13) イ カル イ ト(Iqaluit)
.

5人

(14) ケ ー プ ・ ドー セ ッ ト(CapeDorset) 3人

(15) レ イ ク ・ノ、一 ノミー(LakeHabour) 1人

(16) ブ ラ ソ トソ ・ア イ ラ ソ ド

(BroughtonIsland)

1人

(17) ラ ソキ ソ ・イ ソ レ ッ ト(RankinInlet) 1人

(18) イ グル ー リク(lgloolik) 1人

(19) ベ イ ・チ ャイ モ(BayChimo) 1人

それ以外の地域6人

(20> グ ース ・ベ イ/ハ ピー ・ヴ ァ レー

(GooseBay%HappyValley,Labrador)

3人

(21) セ ソ ト ・ ジ ョー ン ズ

(St.John's,Newfoundland)

1人

(22) フ ォー ト ・ス ミス(FortSmith,NWT) 1人

(23) ク イ ー ソ ・シ ャ ー ロ ッ ト島

(QueenCharlotteIsland,BC)

1人
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地図1モントリオール 地区在住イヌイットの出身地,1997

(番号 と人 口規模を示す黒丸は表2に 対応 している)

皿一3.モ ン ト リオ ー ル地 区 に 来 た 理 由 と定 着 の 方 法

モ ン トリオール地区に来 た理 由や定着のや り方 は,学 生,有 職者,無 職の3つ のカ

テゴ リーに分 けて記述,分 析 した方 が理解 しやす い。ただ し,彼 らがモ ン トリオール

地区に来 た理 由は,ひ とつ とは限 らない。 モン トリオール地区に来 る以前 にか な りの

頻度の移動 を経験 してい ることも注意すべ きである7も

1学 生

イ ソタビューした8人 の学生の うち,彼 らがモ ン トリオール地 区に来 た理 由は,学

校へ行 くためが5人 と もっとも多か った。 残 りの3人 は入学す る以前か らモ ソ トリ

オール地区に住 んでいた。すなわち,2人 の学生はセジ ェップに入学す る以前 に,自

らの意志ではな く母親 につ いてモン トリオール地区に来 ていた。1人 の学生 は,幼 児

期に北西準州の フォー ト・ス ミス(FortSmith)か ら,ソ ーシャル ・サー ヴィスを通

してモントリオール 地区在住のユ ダヤ系男性 とフィ リピン出身の女性 の夫婦 の所 に養

子に 出されていた。
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　後者の3人 はセジェップや大学に入学する以前からモントリオール 地区に両親とと

もに住んでいたために,モ ン トリオール地区に住み着 くためには,他 の人の助けを借

りる必要はなかった。極北からきた5人 の学生の旅行,住 居の選択,生 活の金銭的援

助やア ドバイスについては,モントリオール 地区にあるカティヴィク教育委員会の職

員が全面的に面倒を見ていた。

　 2　 有職者

　調査の時点で,仕 事に就いていた者22人 の うち12人(54.5%)は 仕事に就 くことを

理由に極北の村を離れ,モ ン トリオール地区にやってきている。残 りの10人 は他の理

由で極北の村を離れ,モ ントリオール地区に来てから仕事を見つけ,就 職した人たち

であった。その人たちがもともとモントリオール地区に来た理由は,(1)学 校へ行 く

ため(3人),(2)夫 やボーイフレソ ドについてやってきた(2人),(3)両 親につい

てやってきた(1人),(4)夫 の暴力から逃れるため(1人),(5)個 人的な理由から

自由を求ﾘて(1人),(6)病 院に来る母の付き添いとしてモソトリナール地区にやっ

てきたがそのまま残 った(1人),(7)自 身が病院に行 くためにモン トリオール地区

に来たがそのまま残った(1人)な どであった。仕事のためにモントリオール地区に

やってきたと回答 した者の中に,極 北では生活費が高い上に仕事がないこと,極 北の

村での政治に辟易 したことなどを移動の理由として補足した者 もいた。また,就 職す

る以前に学校に行 くためにモントリオール 地区に来たと答えた人の中に,出 身村にお

ける酒や麻薬に絡む社会問題から逃れたかった,と 述べた者がいた。

　就職のために極北の村から南に来る場合は,受 け入れ団体であるマキヴィク,カ

ティヴィク教育委員会,イ ヌイ ットの患者の世話をする非営利団体であるパフィソ・

ハウス,そ して北ケベック・モジュールの職員が,住 居を見つけた り,転 居するのを

助けてくれていた。

　 3　 無職の者

　 インタ ビューを実施 した無職 の者25人 か ら得た回答は,(1)酒,麻 薬,暴 力,性 的

な嫌が らせな ど社会問題や人間関係に由来す る家族問題な どか ら逃げ るためにモ ソ ト

リオール地 区に来た(6人),(2)女 性 が ヨー ロッパ系 カナダ人 のボーイ フ レソ ドや

夫 に同行 してモ ン トリオール地区に来た(5人),(3)仕 事 を求めて(3人),(4)学

校 に行 くため(2人),(5)病 院 に行 くため(2人),(6)病 院 に行 く母親 の付 き添い

として同行 し,そ のままモ ン トリオール地区 に残 った(1人),(7)モントリオール
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地区に住む姉の看病のためにやってきてそのまま都市に残った(1人),(8)モ ン ト

リオール地区にいる子供に会いに来てそのままモントリオール 地区に残った(1人),

(9)村 の生活に疲れてモントリオール地区に来た(1人),(10)犯 罪を犯し南の監

獄へ送られたが,釈 放後そのままモン トリオール地区に残った(1人),(11)特 に理

由がないという(1人),そ して(12)妻 の出産のために一時的にモン トリオール地

区に滞在 している(1人)で あった。

　無職の人たちが,住 所不定の状態からモントリオール地区に住居を定めるまでのプ

ロセスには大 きく分けて2つ のタイプがある。第一のタイプは,本 人がモントリオー

ル地区に入 る以前に,本 人の親族や友人がいる場合であ り,第 二のタイプは,そ のよ

うな知人が全 くいない場合である。

　第一のタイプでは,モ ン トリオール地区の新来者はまず,親 戚や友人のアパー トに

転が り込んだ り,その間を転々としながら,モン トリオール地区の先住民友好センター

や女性専用のシェルターであるシェ・ドリなどを窓口(連 絡先)と して社会福祉金受

給の申請手続きを とる。約1ヶ 月後には最初の小切手がそこに送られてくる。それを

もとにアパー トを借 りる。翌月からはその新住所に社会福祉の小切手が送られてくる。

社会福祉金だけでは生活には十分ではないので,昼 食や夕食は各教会やボラソティ

ア ・グループが運営する無料のレス トラン,シ ェ ・ドリ,先 住民友好センターが提供

する食べ物やフー ド・バスケットに頼っている。

　第二のタイプでは,モ ントリオール地区に知人が皆無である。ラブラドール出身の

ある男性は,モ ン トリオール地区につ くやいなや,路 上を歩いていた人に教会が運営

する宿泊可能なシェルターの所在を尋ね,そ こにとりあえず落ち着いた。その翌 日,

彼は先住民友好センターの社会福祉係に面会 し,そ こを窓口として社会福祉金の受給

を申請 した。その数日後,シ ェルターを去 りセンターで知 り合った中部極北地域出身

のイヌイットのアパー トに転が り込んだ。彼は,最 初の社会福祉の小切手をもらうと

自分 自身のアパー トを借 りた。食事は,第 一のタイプの人々と同じく,既 存の団体や

制度のサービスを利用 している。モン トリオール地区に住所を定めるまで,イ ヌイッ

トの女性は先住民女性用のシェルターや世界救世軍の宿泊施設に寝泊まりすることが

できる。このようにして多 くのイヌイットは住所不定の状態から脱出するのである。

　 4　 男女差

　今回の調査でイソタビューした女性36人,男 性19人 について,男女間でモソトリナー

ル地区に来た理由と定着のや り方に差異があるかどうか見ておきたい。女性がモント
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リオール地区に来た理 由は,(1)就 職(8人),(2)進 学(8人),(3)白 人 の夫 や ボー

イフ レン ドに同行(6人),(4)村 の 中で起 こった問題か ら逃れ るため(4人,そ の

内訳は性的嫌が らせ,暴 力を夫がふ る う,家 庭 内の人 間関係,父 の飲酒が各1人),

(5)両 親 に同行(2人),(6)そ の 他(6人)(休 暇 のため,姉 の看病 のため,ボ ーイ

フレン ドが呼んで くれた,子 供 に会 いに来た,母 の付 き添いで,養 子 に出された)が

おもなものであ った。一方,男 性 がモン トリナ ール地 区に移住 した理 由は,(1)村 の

中の問題か ら逃れるため(9人,そ の内訳は仕事がない3人,村 で喧嘩1人,酒 で事

件を起 こ し投獄 された1人,村 の生活 に疲 れた1人,女 性問題3人),(2)就 職(4

人),(3)進 学(2人),(4)病 院 へ行 くため(1人),(5)妻 の 出産に同行(1人),

(6)特 に理 由無 し(1人)で あ った。

　イ ヌイ ッ トの女性 は就職や進学以外に,白 人(ヨ ー ロッパ系 カナダ人)の パ ー トナ ー

についてモントリオール 地 区に来た人が多い。そ の比率は女性 の17%あ ま りにな る。

これに対 して,村 の中での問題のためにモ ン トリオール地 区に逃げて きた男性 が9人,

女 性が4人 いる。そ の比率は男性全体 の47.4%,女 性 全体 の11%で あ り,男 性の約半

数が出身村での問題か ら逃れ るためにモントリオール 地区へ来ている。

　男女の間では,モントリオール 地 区に定着す るや り方 に大差はない。 しか し,女 性

の方が男性 よ りもモントリオール 地 区に白人の ボーイ フレソ ドや夫,仕 事 の関係者,

親 戚,知 人な ど受け入れ て くれ る人が多 い とい う結果が出ている。

皿一4.在 住期 間

　今回のイソタビx一 では,モントリオール 地区に来て1週 間しかたっていない者か

ら25年あまりをモントリオール 地区で過 ごした者まで,か な りの幅がある(表3)。

　在住年数を男女別に分類すると,男 性は5年 以下の在住者が14人(男 性全体の

73.4%)と 多いのに対 し,女 性は6年 以上の在住者が23人(女 性全体の63.9%)と 多

い。さらに,モントリオール 地区に16年 以上在住 している男性は皆無であるのに対 し,

女性では16年 以上20年 以下が5人(女 性全体の13.9%),21年 以上25年以下が2人(女

性全体の5.6%)い る。すなわち,モ ン トリオール地区においては,女 性の方が男性

よりも在住期間が長いという傾向が見 られる。

　学生,有 職者,無 職の者 というカテゴリーで,モ ントリオール地区におけるイヌ

イットの在住年数を分類 した場合,は っき りした傾向は出てこないが,男 女別の要因

を考慮すると,興 味深い差異が存在 している。

　無職の男性は大多数が5年 以下の在住者であるが,無 職の女性は1年 未満から20年
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表3モントリオール に.おける居住年数別人数

全 体 男 性 女 性

1年 未満 9(16.4%) 5(26.3°/) 4(11.1°/)

1年 以上5年 以下 18(32.7%) 9(47.4°/) 9(25.0%)

6年 以上10年 以下 13(23.6%} 2(io.s/} 11(30.6%)

11年以上15年 以下 8(14.5%) 3(15.8%} S(13.9%)

16年 以上20年 以下 5(9.1%) o(o.o%) 5(13.9°/)

21年 以上25年 以下 2(3.6%) o(o.o%〉 2(5.6%)

計 55 19 36

()内 は各列の百分率を示す。

以下 までほぼ均等 に分布 している8)0有 職 者の男性は1年 以上5年 以下 の者が,有 職

の女性は6年 以上10年 以 下の者 が多 いとい う傾 向が見 られ る9)0

学 生8人 の うち,男 性2人 と女性6人 のモ ン トリオール地区での在住年数は,次 の

通 りであ る。男子学生は,1年 以上5年 以下が1人,11年 以 上15年 以下が1人 であっ

た。一方,女 子学生は,1年 未満が2人,1年 以 上5年 以下が2人,6年 以 上10年 以

下が1人,21年 以上25年 以 下が1人 であった。 カテ ィヴィク教育委員会か ら得た情報

に よる と,ヌ ナ ヴィクか らセジ ェップで勉強す るために来 ている学生の定着率はあま

り高 くないとい う。1997年 の9月 には,26人 の 男子 と44人 の女子,合 計70人 の 学生 が

在i籍していた。 しか し12月 の クリスマス休みが始 まる前に男子1人 と女子7人 が モソ

トリオール地区を去 り,出 身村に帰 って しまった。翌1998年 の4月 現在,在 籍 してい

るのは,男 子18人(約69%),女 子31人(約70%)で あ った。約30%の 学 生は飲酒な

どの問題 のために1年 を終わ らない うちに退学 し,モ ン トリオール地区を去 ってい る

のであ る。

皿.モ ン ト リオ ー ル 地 区 在 住 イ ヌイ ッ トの 生 活 の 実 態

皿一1.生 活 と経 済状況

今回のイソタビュー調査を実施した55人 のイヌイットを収入の点で分類すると,収

入が全 くな く住所不定状態にある者が3人,社 会福祉金に依存している者が22人,学

生が8人,非 常勤職を含む仕事による収入で生活をしている者が22人 であった。

住所不定の者は,友 人のアパー トや公的なシェルターを渡 り歩きながら夜を過ごし
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ている。夏には,彼 らは路上や公園で寝 ることもある。今回の調査によると住所不定

のままで終わるイヌイ ットは少なく,通 常,モ ントリオール地区に到着 してから1,

2ヶ 月後には先住民友好セソターやその他の機関を通 して福祉金の受給を申請し,そ

れをもとに住居を定める者が多い。しかし,飲 酒などの理由でアパー トを追い出され

る者,賃 貸の リースの切れた者,新 たに都市に来た者など一時的な住所不定者は常に

存在 している。

　社会福祉金に依存している22人 のイヌイットの収入 と家賃の状況を見てみ よう。福

祉金を受給している者の中で最高額収入者は月額にして900ド ルであ り,最 低額収入

者は240ド ルであった。平均は月額508ド ルであったが,も っとも多い受給額は月額

490ド ルで,22人 中8人 であった。この金額は,単 身者のみならず,母 子家庭を含ん

でいる。彼 らが支払 っているアパー ト代の月額は,128ド ルから395ドルまで幅があ り,

単身者なら月額250ド ル,子 供がいる場合には.月額300ド ル くらいかかる。また,先 住

民友好センターなどが斡旋する低家賃住宅であるならば,月 額で128ド ルから200ドル

程度で入居できる。しかしながら彼らの収入から,家 賃,電 気代,電 話の基本料金を

支払えぽ,ほ とんどすべての者は手元に現金がなくなる。彼らは,食 料に関 しては自

前で購入するとい うよりは,慈 善事業を行っている諸団体からもらってきた り,そ こ

が提供する食事を食べながら,生 き延びている。土曜 日,日 曜 日,ク リスマス休みな

どには慈善事業所も休みをとるため,こ の期間には水以外は何も口に入れることがで

きない者 もいる。なお,そ のような状態でも彼らが食べ物に金をかけるのではな く,

アパー トを保持するのは,定 まった住所を持つことが福祉金を受給するための条件の

ひとつであるからである。

　モン トリオール地区で大学やセジェップに通っている北ケベ ック出身のイヌイット

の中で 「ジェームズ湾および北ケベ ック協定」の恩恵を受けている学生 と連邦政府か

ら奨学金をもらっているイヌイ ットの学生は経済面で優遇 されている。8人 のうち7

人は,カ ティヴィク教育委員会の奨学金を受け,残 りの1人 はカナダ連邦政府北方省

のインディアソ局から奨学金を受けている。その8人 のうち両親と同居が2人,母 親

や兄弟と同居が2人,ガ ールフレン ドと同居が1人,子 供たちと同居が1人,そ して

夫 と息子 と同居が1人,単 身で住んでいる者が1人 であった。彼らは,住 居費や学費,

生活費の補助を受けてお り,一 般の学生に比べても金銭的には非常によい条件で在学

することができる。事例をひとつあげてみたい。

　 1966年生まれのある女性には,13歳 と6歳 になる2人 の娘がいる。彼女は,モ ン ト

リオール地区のマクギル大学に在籍し,社 会福祉の勉強を している。彼女は,カ ナダ
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で新学期が始 まる9月 から1学 年が

終わ り夏休みが始まる翌年の5月 の

終わ りまで,カ ティヴィク教育委員

会の奨学 プログラムか ら援助を受け

ている。 この期間には,大 学の授業

料と,ア パ ー ト代,子 供の託児代以

外に,生 活費 として月額1000ド ルが

彼女に支給 され る。一方,そ れ以外

の期間,6月 か ら8月 末にかけての

夏休みにはアルバイ トを して生活費

を稼がなければならない。彼女によ

ると,子 供の養育に金がかかるため

に,こ れらのプログラムからの収入

だけでは十分ではないと言 うが,そ

れでもかな り条件のよい援助を受け

ていると言えるだろう。

次に,モントリオール 地区在住の

イヌイ ットの中で職を持 っている人

の事例を見てみたい。今回のインタ

ビューでは22人 がそれにあたる。彼

らの月収 はパ ー トの600ド ルか ら

6,667ド ル とかな りの幅を見せてい

国立民族学博物館研究報告24巻2号

表4有 職者と無職者の月収入
/カナダ・ドル、

無職者

$0 3人

$1以 上$200以 下 0人

$201以 上$300以 下 1人

$301以 上$400以 下 3人

$401以 上$500以 下 11人

$501以 上$600以 下 2人

$601以 上$700以 下 0人

$701以 上$800以 下 1人

$801以 上$900以 下 2人

有職者

$500以 上$1㎜ 以下 2人

$1001以 上$1500以 下 3人

$1501以 上$2000以 下 3人

$2001以 上$2500以 下 5人

$2501以 上$3000以 下 3人

$3001以 上$3500以 下 4人

$3501以 上$6500以 下 0人

$6500以 上$7000以 下 1人

る(表4)。 全 体 の平均 は,月 収 で2,383ド ル,年 収 に して約28,600ド ル である。1992

年 の モ ン トリオール地 区在住者全体の平均年収 は約3万 ドルであ り(Colombol996:

228),モ ン トリオール地区に住み,仕 事 を持 ってい るイ ヌイ ッ トの収入が特 に低 いわ

けではない ことが分か る。

彼 らが住 んでいるアパ ー トや一戸建 ての家賃は,月 額200ド ル か ら950ド ル である。

200ド ル は市営の低家賃住宅 であ り,950ド ル はモ ン トリオール市郊外の一戸建 ての家

賃であ る。平均的 な場合 で,4.5部 屋 のアパ ー トである と450ド ル 以上,一 戸建 てなら

700ド ル 以上かか る。

また,月 収が2,500ド ル 以上 あ る者や共稼 ぎの者の中には,一 戸建 てを個人所 有 し

てい る人がい る。 月収 が2,500ド ル 以上 あ るイ ヌイ ッ トは,モントリオール 地 区にお
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いて他の住民 と同 じような生活水準を保 っている。

　このように,収 入に関しては,有 職者 と学生,無 職の者によってかなりの差が見ら

れる。有職者や学生はほとんど衣食住に不自由をしない生活を送 っているが,無 職の

者は既存の制度を利用すればなんとか生 きていくことができる状態である。

皿一2.住 居 と在住地 区

　 カティヴィク教育委員会 が ドル ヴ ァール市 にあ った時 には,モントリオール 市の西

側 に隣接 し,モントリオール 地区 の空港 があ る ドル ヴァール市にイ ヌイ ッ トの人が多

く住 んでいた。今 回の調査 の結果では,ド ル ヴァール市,ラ シーヌ市,モ ソ トリオー

ル市 のダウソタウソの東部 に多 くのイ ヌイ ッ トが住 んでいることが分 かったが,イ ヌ

イ ッ トが コ ミュニテーを形成 しているよ うな集住地 区はないことが確認 された。 さら

に無職 の者,有 職者,学 生の間には,住 んでい る地域 に差異がみ られた。

　無職で社会福祉金 に依存 しなが ら生活を してい るイ ヌイ ッ ト22人 の住所 は,モ ン ト

リオール市の ダウソタウソ東部 に7人,モントリオール 市 内の南西部に3人,ヴ ェル

ダソ市 に3人,モ ン トリオール市 内東端地区 に2人,モ ン トリオ ール市 内中東部 に1

人,モ ン トリオ ール市 内西端地区に1人,ラ シー ヌ市に1人,モ ン トリオ ール市 内西

部 に1人,回 答無 しが3人 であ った。無職者 の大多数の者はモントリオール 市 内に住

む傾 向が見 られ るが,モントリオール の先住民友好 セソター周辺 のダウソタウソ東部

に7人 が在住 している点を除けぽ,彼 らは市 内に分散 して住 んでいる。

　 有職者 は,ド ル ヴァール市に4人,ラ シー ヌ市 に4人,モントリオール 島西部 に4

人,モントリオール 市 のダウンタウンに3人,モントリオール 市 の東端地区に3人,

モ ン トリオール市内西端地区に1人,モ ン トリオール島の外に1人,モ ン トリオール

市内南西部 に1人 が住 んでい る。独身者 はダ ウソタ ウソやモントリオール 市内に,家

族 と暮 らす者は モン トリオール市の郊外 に住 む とい う傾 向が見 られ る。 カティヴィク

教育委員会 に勤め る人は ドル ヴァール市 に,マ キ ヴィクに勤め る人は ラシーヌ市やモ

ソ トリナール島西部に住む人が多い とい う傾 向が見 られる。

　 イ ヌイ ッ トの住所の分布状態を概観する と,無 職者 と有職者の間では,居 住地区に

差異が見 られ る。有職者は,モ ン トリオ ール地 区の中流階層が好んで住 むモ ン トリオ ー

ル近郊に住 む傾 向が あ り,モ ン トリオール在 住のイ ヌイ ットの間で階層差が生 じてい

るこ とを示 しているio)0

　 学 生8人 につ いてみ ると,ド ル ヴァール市3人,ラ シー ヌ市3人,モントリオール

島西部地区1人,モントリオール 市内西端地区1人 であ り,モ ン トリオ ール市 のダ ウ
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ソタウンから見て西方の地区に住む人が多い11)0

　次に彼 らが誰 と一緒に住んでいるかを見てみたい。社会福祉金に依存しているイヌ

イ ット22人のうち,単 身で同居者なしが11人,イ ヌイット以外のボーイフレンドと同

居が5人,イ ヌイ ットの友人 と同居が2人,仏 系カナダ人のガールフレンドと同居が

1人,子 供 と同居が1人,兄 と同居が1人 であった。単身居住者が半数を占めている。

イヌイットの無職の男性は,そ のほとんどが独身で,単 身世帯である。また,ボ ーイ

フレソドと同居している女性は,5人 すべてがフラソス系やイギ リス系のカナダ人男

性と同居 している。

　仕事に就いているイヌイ ットは,家 族と同居 している者が7人,単 身居住者が6人,

非イヌイ ットのボーイフレソ ドと同居が5人,そ して子供と同居が3人 であった。独

身の若者は単身居住する傾向にあ り,そ れ以外の人は家族かボーイブレン ドと同居す

る傾向にある。社会福祉金に依存 している無職のイヌイヅトと有職のイヌイ ットを比

べると,前 者では単身居住者が多いのに対 し,後 者では家族と同居 している人が多い

とい う違いがみられた。

　学生は,家 族と同居が4人,単 身居住者が1人,英 系カナダ人のガールフレソドと

同居が1人,そ して子供 と同居が1人 であった。調査時点が夏期休暇中で,多 数の学

生がヌナヴィクの故郷の村に帰っていたために,単 身居住者が少なくなっている。現

実には,寮 生やアパー トに住んでいる極北から来た学生は,ほ ぼすべてが単身居住者

である。

皿一3.食 生活 と健康状態

　住所不定の人々は,モントリオール 市内の教会の提供する食事,世 界救世軍が提供

する食事,女 性用避難シェルターのシェ ・ドリ,先 住民友好セソターが提供する食事

を食べ歩いている。調査時点において住所不定であった男性の一人は,月 曜 日から金

曜 日までの夕食は世界救世軍で,昼 食はある教会が無償で提供する食事をとり,土 曜

日と日曜日には口に入れる物は水だけのこともあると語った。現金があれば,レ ス ト

ランで食事をすることがある。ちなみにイソタビューを行った前日には,彼 は朝飯を

とらず,昼 はその教会でスープを,夕 食は世界救世軍でラザニアを午後4時 頃に食べ

ていた。

　無職で社会福祉金を得ている者は,前 述のように,酒 を飲んだ り,家 賃を払って し

まえば,ほ とんど手元には現金が残らない。基本的に,住 所不定の人とそれ以外の無

職者 との間に食事の内容に大きな違いはない。彼らも,先 住民友好センター,シ ェ ・
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ドリ,教 会や各種の慈善事業団体が提供する食事や食料を積極的に利用 しながら生き

ている。

　住所不定者を含めた無職者は,病 院に来たイヌイットを宿舎や病院に訪ねて,そ こ

でカリブーの干し肉や干魚などを入手 した り,食 べることがある。また,頻 度は多 く

ないが,極 北の村に住む親兄弟や親戚,友 人に電話をかけ,冷 凍したホッキョクイワ

ナやカリブーの肉を航空便で送 ってもらうことがある。女性用のシェルターである

シェ ・ドリでは,月 に2度 ほど水曜 日に食材があればイヌイット料理を作 り,イ ヌ

イットに提供 している。機会は少ないが,都 市在住の無職のイヌイットもイヌイ ット

の食べ物を食べることができるのである。

　有職者は食事を自宅でとることが多い。彼らは,無 職や学生のイヌイットに比べ,

イヌイットの食べ物を食べる機会に恵まれている。有職者の中には,ほ ぼ毎日1回 は

イヌイットの食べ物を食べる人 もいれば,月 に2回 ほどしかイヌイットの食べ物を食

べない人まで,さ まざまである。多 くの有職者は少なくとも週に1度 は,イ ヌイット

の食べ物を食べてお り,個 人差があるものの定期的にイヌイッ トの食べ物を極北の村

か ら入手している。彼らは,極 北の村に住む親兄弟,親 戚,友 人に電話をかけ,肉 や

魚を送ってもらうこともあれぽ,親 兄弟が自主的に彼らに食べ物を送って くることが

ある。彼 らは,極 北の村から送 られてきた肉や魚を冷凍庫や冷蔵庫の冷凍室に入れて

保存 し,少 しずつ食べていた。 自宅以外でも,マ キヴィクやカティヴィク教育委員会

では昼食時に同じ仕事場のイヌイットが集ま り,誰 かが極北から持ってきたカリブー

の肉やホッキョクイ ワナをみんなで食べることが月に数回ある。

　有職者の食事の事例を2つ ほど紹介したい。

　カティヴィク教育委員会に勤めている25歳の女性は,一人でアパー トに住んでいる。

食事は自宅か レス トランでとっている。彼女はリブステーキが好物で,イ ヌイットの

食べ物がなくても問題はないが,月2回 ほど極北の村に住む母親に電話をかけ,航 空

荷便でイヌイットの食べ物を送 ってもらう。1回 に7か ら8キ ロくらいのカリブーの

肉やホッキョクイ ワナを送ってくれると言 う。最近では約1ヶ 月前に,ホ ッキ ョクイ

ワナ,カ リブー,ラ イチ ョウを併せて8キ ロぐらいを受け取った。彼女は同僚 と病院

に通院するためにモントリオール地区へ来ていたイヌイットの老人を自宅の食事に招

待したと言 う。

　もうひとつの事例は,子 供がイヌイットの食べ物を食べなくなった事例である。あ

るイヌイットはモソタニエ(北 米先住民の一グループ)の 女性 と結婚し,彼 らの間に

は10歳 の娘,7歳 の息子,1歳 半の娘がいる。彼がイヌイットの食べ物を食べるのは

223



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立民族学博物館研究報告　 24巻2号

月2回 ほどである。彼は10日前に極北の故郷から 「マッタ ック」(martaq:シ ロイル

カの脂肪がついた皮の部分),干 し魚,ア ザラシの肉を持って帰ってきた。彼はイヌ

イヅトの食べ物 も 「南」の食べ物 も好きであるが,「南」の料理ぽか り食べていると

胸焼けになってしまうと言 う。家庭内では,彼 と1歳 半の娘はイヌイットの食べ物を

食べるが,7歳 の息子 と妻はそれを食べない。10歳 の娘は昔はイヌイットの食べ物を

食べていたが,今 では食べなくなったと言 う。この事例のようにイヌイットの多 くは,

モントリオール地区に住んでいてもイ ヌイ ットの食べ物を好むが,結 婚相手がイ ヌ

イット以外である場合には,配 偶者やその子供たちはイヌイットの食べ物を食べない

ことが多い。

　学生は,「南」の食べ物を好む者が多い。今回の調査に参加した学生は子供の時か

ら 「南」の都市で生活 してきた者が多かったので,こ のような傾向が見られたと思わ

れる。

　食べ物に関しては,極 北の村で生まれ育ったモントリオール 地区在住のイヌイット

のほぼ全員が,「 南」の食べ物 よりもイヌイットの食べ物を好む傾向が見られる。有

職者はイヌイットの食べ物を定期的に食べているが,無 職や住所不定のイヌイットは

あまりそれを食ぺることができない状態にある。

　健康状態に関 しては,調 査対象のイヌイ ットのほぼ全員が健康に問題はないと回答

したが,何 人かは次のような病気や怪我に悩 まされた と言 う。2人 の者が過度の飲酒

が原因で怪我をしたと言 う。 さらにボーイフレソドとの不和,離 婚や子供との離別が

原因で,精 神科に通った事例が3件 あった。過度の飲酒が原因と考えられる肝臓病が

2人,長 時間の事務的な仕事に起因する腰痛が1人,都 市への環境不適応による腹痛

や精神的な抑圧の事例が2人,低 血糖症が1人,体 の疲れを感 じるが2人,ホ ーム

シックが2人,高 血圧でかつ後頭部に癌のある人が1人 いた12)0これらの病例のうち

い くつかは,都 市在住と深い関係にあるであろう。

皿一4.社 会 的 ネ ッ トワークー 都 市 と故郷一

　モ ン トリオール地区在住 のイ ヌイ ッ トは,イ ヌイ ッ トの コ ミュニテ ィーを形成 して

いない ことが社会的な特徴 である。イ ヌイ ッ トだけを成員 とす る任意団体 もモ ン トリ

オール地 区には存在 していない13)0有 職,無 職 学生であ るにかかわ らず,仏 系 カナ

ダ人,英 系 カナダ人,フ ァース ト・ネーシ ョンズの人(例>xぽ,モ ーホ ク,ク リー,

ミクマ クの人)な ど複数 のイ ヌイ ッ ト以外 の友人を持 っている。 イ ヌイ ット以外の人

と出会 う場 は,職 場,先 住民友好セ ソター,シ ェ ・ドリ,学 校,バ ー,公 園,シ ョッ
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ピング ・センターなどである。

　有職者は,マ キヴィクやカティヴィク教育委員会などの職場で,イ ヌイ ット間に同

僚 としてのネ ットワークを形成している。さらに,職 場外のイヌイットとも個別のつ

なが りがある。ただし,有 職者のイヌイ ットの多 くは,都 市在住の無職のイヌイット

は酒を飲みすぎ問題を起こすことが多いので,つ きあいたくないと言 う。

　学生の友人の大半はイヌイット以外だ と言 う。極北の村にも多数のイヌイットの友

人を持っている場合が多い。

　無職のイヌイ ットは,モ ン トリオール地区に到着した時点では,親 戚や同じ村出身

のイヌイ ットとつきあうが,そ の後,先 住民友好セソター,シ ェ・ドリ,バ ー,公 園

などで出会って,イ ヌイットや他の先住民の友人の数が多 くなっていく。 しか し,モ

ントリオール先住民友好セソターにおいては,こ こに出入 りしているイヌイットが他

の先住民からは一線を画されていることが,他 の先住民によるイヌイットについての

会話から伺い知ることができる。彼らはイヌイ ットのことを 「酒ぼか り飲んでいる」

とか,「 金を手に入れるとす ぐに酒を飲む」などと悪口を言 う。一方,出 身村におい

て食物分配を実践Lて きたイヌイットにとって,困 っている時に,金 や食べ物をくれ

ないファース ト・ネーショソズの人たちは 「けちな人間である」と考えてお り,彼 ら

に対 しよい感情を持 っていない。先住民友好セソターにおいては,両 者の間で表面的

な会話や接触はあるが,心 から融合 した り,先 住民であることを基盤 として民族の境

界をこえた社会的ネットワークを形成 してはいない。イヌイットの社会関係は,あ く

までエゴを中心とした二者関係の束であって,輪 郭のある集団を形成 していない。

　都市在住のイヌイットの男性は独身である傾向が強いが,イ ヌイ ットの女性は非イ

ヌイ ットの男性と結婚 した り,同 棲する傾向が見 られる。その場合には夫やボーイフ

レソ ドの家族や知人との社会的結びつきがつけ加わる。モン トリオール地区において

夫婦の両方がイヌイットである例は少ない。

　都市在住のイヌイットと,彼 らの出身地との関係を見れば,学 生,有 職者,無 職者

の間に若干の差異が見 られるものの,概 して彼 らは出身地との関係を,電 話 と訪問に

よって保ち続けている(表5)。モントリオール 地区在住のイヌイ ット54人の うち

75%以 上が月1回 以上の頻度で故郷(出 身村)へ 電話をかげている。

　学生の大半が,週1回 以上電話を出身村の両親や親戚にかけている。有職者 も無職

者も,月2,3度 以上電話を故郷にかける点では,大 差がない。無職者でも電話を出

身村にかけることができるのは,先 住民友好センターの無料電話や,コ レクトコール

を利用 しているからである。無職の者の中には出身村に全 く電話をかけない者が20%
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表5故 郷(出 身村)へ の電話の頻度

無職者 有職者 学 生 全 体

週2回 以上 4(16.6%) s(22.7%) 3(37.5%) 12(22.2/}

週1回 6(25.0%) 4{18.1%) 3(37.5°/) 13(24.0°/)

月2,3回 4(16.6%) 4{18.1%) o(o.o/) 8(14.8°/)

月1回 1(4.2%) 7(31.8%) o(o.o/) 8(14.8°/)

時々 4(16.6%) 2(8.7%) i(i2.s%) 7(13.0°/)

無 し s(zo.s/〉 o(o.o%) i(i2.s%) 6(ii.i%)

計 24 22 8 54

()内 は各列の百分率を示す。

表6帰 省の頻度

無職者 有職者 学 生 全 体

行 った り来た り 1(4.2%) o(o.o/〉 o(o.o/) i(1.9%)

年2回 以上 o(o.o/) ii(so.o%) 6(75.0°/) 17(31.5%)

年1回 1(4.2%) s(22.s%) i(i2.s%) 7(13.0°/)

不定期 6(25.0%) s{a2.s%) o(o.o/〉 11(20.4°/)

なし 16(66.7%) i{a.s%) i(i2.s%) 18(33.3%)

計 24 22 8 54

()内 は各列の百分率を示す。

あまりいるのに対 し,有 職者の間では皆無だった。

次に都市在住のイヌイ ットの出身村への帰省(訪 問)頻 度を見てみたい。帰省の頻

度は,有 職者 ・学生 と無職者との間では明確な差異が見られる(表6)。

有職者は,半 数の人が出身村へ年2回 以上帰省している。これはマキヴィクやカ

ティヴィク教育委員会が休暇時に極北の村へ帰省できるような特別補助金を出してい

るからである。

学生は夏期休暇や クリスマス休みに帰省するために75%以 上の人が年2回 以上,帰

省すると答えている。

無職者は,出 身地が ヌナヴィクであれヌナヴトであれ,モ ントリオール地区から極

北地域への航空運賃が高額であるため,自 費で帰省することができない。それでも不

定期に25%の 人が帰省 しているのは,お もに親族の葬式への出席など特別な機会の帰

省であった。
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　無職者は帰省の機会が限 られ ている とはいえ,極 北 の村か ら病院や休暇,仕 事 のた

めに一時的にモントリオール 地 区を訪れ る親 戚,友 人,知 人 とは モン トリオール地区

で接触 してお り,帰 省で きない ことと故郷 との関係が無 くなることとは同 じことでは

ない。

皿一5.イ ヌイ ッ ト語 とエ ス ニ ッ ク ・アイデンティ テ ィ

　モ ン トリオ ール地 区においては,狩 猟や漁労を行 うことはできない。 さらに独特 な

服装,食 事,宗 教な どイヌイ ッ トが他 の民族集団 と自らを区別 した り,他 か ら区別 さ

れた りす る民族指標(ethnic　 markers)は,ほ とんど見 られ ない。例外 はイ ヌイ ッ ト

語を話す ことや,極 北か ら送 られて きた り,知 人が持 って きたイ ヌイ ッ トの食べ物(ア

ザ ラシや カ リブーの冷凍 肉や干 し肉,ホ ッキ ョクイ ワナな ど)を イ ヌイ ッ トの友人 と

分配す るこ とであ る。また,モ ン トリオール地 区に在住 しているイ ヌイ ッ トの中には,

滑 石彫刻や版画な どイ ヌイ ッ ト芸術を制作 してい る人 もい る。 しか し,こ れ らの事例

を除けば,モントリオール 地区の他の住人 と同 じよ うな衣食住 の生活 を送 ってお り,

イ ヌイ ッ ト的な特徴 は見 られない。彼 らは極北の文化を 「南」 に持 ち込み,そ れ を維

持す るとい うよ りも,「 南」の既存 の制度や生活様式 に したが って生活を してい る。

　 ここでは,モントリオール 地区におけ るイ ヌイ ッ トのイ ヌイ ット語 の使用状況につ

いて,エ スニ ック ・アイデンティ ティとの関連か らみ てみたい。

　筆者 は55人 のイ ヌイ ッ トに英語でイ ンタビュー調査 を実施 したが,58歳 の 女性1人

を除けば,彼 らの英語 の会話能力は,日 常生活で支障がない くらいの レベルであ った。

一方
,こ の中でイ ヌイ ット語を満足に話す ことができない と自ら考>z..てい る人が9人

いた。それは,ラ ブ ラ ドールや西部極北圏出身の成 人イ ヌイ ッ トと,学 生(8人 中6

人)で あ った。ラブラ ドールや西部極北圏の一部 の村(例 えばケ ソブ リッジ ・ベ イ村)

では英語 が第一言語 とな ってお り,そ こで生 まれ育 った イ ヌイ ッ トはイ ヌイ ッ ト語を

十分に話す ことがで きない。 また,6人 の学生 は,両 親 の仕事や家庭 の事情で子供時

代を モン トリナール地区その他 の 「南」の都市 で過 ごしてきた人たちであった。彼 ら

は,イ ヌイ ッ ト語を十分に話す ことがで きないが,イ ヌイ ッ トである とい う意識を持

ち続けていた。

　モントリオール 地区に一時的に滞在 してい る1人 のイ ヌイ ッ トを除 く54人 中,37人

(68.5%)がモントリオール 地 区において毎 日,イ ヌイ ッ ト語 を話 してい ると回答 し

た。特に,無 職 の者はほぼ全員 が,先 住民友好セ ソター,シ ェ ・ドリ,市 内のア ッ ト

ウォーター公 園,バ ー,郊 外 の ドル ヴァール ・シ ョッピング ・セソターな どで,他 の
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イヌイ ッ トにあい,毎 日,イ ヌイ ット語を話 してい るとのことであ った。一一方,有 職

者は,お もにマキ ヴィクや カティヴィク教育委員会において同僚のイ ヌイ ッ トと,病

院 においては患者 のイ ヌイ ッ トと,イ ヌイ ッ ト語でほぼ毎 日,話 していた。

　問題は,有 職 者や無職 の者 の中 で,イ ヌイ ッ ト以外の人 と結婚を した り,同 棲を し

ながら子供を育てている場合 である。母親 がイ ヌイ ッ トである場合には,家 庭 におい

てイ ヌイ ッ ト語 を意 図的に子供た ちに話 しかけてい るが,夫 婦 の間や,父 親 と子 との

間,子 供同士 の間 ではイ ヌイ ッ ト語以外の言葉 が使 用 され てお り,子 供た ちはイ ヌ

イ ッ ト語を聞いて理解 する ことが できて も話す ことがで きないとい う状況 にあ る。特

に,家 庭においてイ ヌイ ット語が使用 されな くな りつつある。そ のことに関 してい く

つか事例を紹介 してみたい。

　無職 のイ ヌイ ット女性の中に,イ ヌイ ット以外 の男性 と結婚 していたが,離 婚 し,

シ ングル ・マザ ーとして子供 を育 てて いる人が数人 いた。その うちの1人 はフ ラγス

系カナダ人 とイ カルイ トで結婚 し,彼 についてモントリオール 地区に きた。4人 の子

供 を もうけたが,11年 前 にモントリオール 地 区で離婚 した。4人 の子供,19歳,15歳

と12歳 に なる3人 の息子,13歳 の娘は前夫の もとにいる。彼女 は週 に1回,子 供た ち

に会いに行 くことに してい る。12歳 の息子は フラソス語 しか話す ことがで きず,顔 立

ち も白人的 でイヌイ ッ ト意識 をほ とん ど持 っていない。その他の子供は,イ ヌイ ット

語は理解 できるが,話 す ことはで きない。彼 らの顔立 ちは 白人的であるが,イ ヌイ ッ

トとのハーフであると自らのアイデ ンテ ィテ ィを表 明 してい る。

　 あるイ ヌイ ッ トの女性は,イ ヌイ ッ ト以外 の男性 と結婚 し,5人 の子供 をも うけた。

夫はイ ヌイ ッ ト語が分か らず,英 語が母語 であ る。彼女は,家 の中で40%を イ ヌイ ッ

ト語で,60%を 英 語 で話 してい る。10歳 と12歳 の 娘は トロン トで育 ったために英語 し

か話せないが,2,6,5歳 の 娘はイ ヌイ ッ ト語 が話 せる。 この子供 たちは,夫 と同

じエス ニック ・アイデンティ テ ィとイ ヌイ ッ ト意 識を両方持ち併せているが,後 者 の

方が勝 っている。彼女に よると,子 供 たちが イヌイ ット語を話す ことができるか ど う

かは,周 りにイ ヌイ ッ ト語を話す人が多数 いるか ど うかで決 まると言 う。

　 別のイ ヌイ ッ トは,モ ンタニエ ・イ ンデ ィアンの女性 と結婚 し,3人 の子供を も う

けてい る。彼 は職場ではイ ヌイ ット語を話すが,家 庭では夫婦 間で英語を話 してい る。

彼は子供 たちにイ ヌイ ッ ト語か英語で話 しかけ るが,子 供た ちはお もに英語で返事を

す る。彼の妻は子供た ちにフランス語 とモ ンタニエ語で話 しかけ るが,子 供た ちは フ

ランス語か英語で返事 をす る。その家庭 では子供 同士は英語や フラソス語 で話 してい

る。
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　イ ヌイ ッ トの夫婦であ っても,子 供 がイ ヌイ ッ ト語を話せな くな りつつあ る事例 が

存在 している。夫婦の間ではイヌイ ッ ト語で話 しているが,家 の中では4歳 の1人 娘

と話す場合は,60%が 英語,40%が イ ヌイ ッ ト語 である。子供にはイ ヌイ ッ ト語で話

しかけて も,英 語で返事 が返 って くる。 この夫婦 は,娘 が 「南」の都市に住む限 りは

イヌイ ット語 を話す ことができな くて もよい と考>x..てい る。

　有職者 のシ ソグル ・マザーで,2人 の子供 を育 てている事例を紹介 したい。彼女の

19歳 になる長女は子供がで きてか ら独立 し,3歳 の娘 と別の所に住 んでいる。長女,

3歳 のその娘(エ ゴの孫),17歳 の次女 と11歳 の三 女 のイ ヌイ ッ ト語 を話す能 力は次

の通 りである。長女 と次女はイ ヌイ ッ ト語を理解 で きるが,十 分には話せ ない。三女

はイヌイ ッ ト語を十分には理解 できず,英 語 のみを話す。彼女は,孫 には できる限 り

イ ヌイ ッ ト語 で話 しかけ るよ うに してい る。

　筆者が調査 した限 りでは,イ ヌイ ッ ト語は都市在住 のイ ヌイ ッ トの間では,特 別に

必要 な場合を除 いては,彼 らの子供 たちや子孫 の間では使用 されな くな りつつ ある。

しか し新たにイ ヌイ ッ ト語を第一言語 とす る人たちが恒常的に モソ トリナール地区に

流入 してい るので,イ ヌイ ッ ト語 を話す人 口がモントリオール 地区か ら減少す ること

はない。

　子供たちがイ ヌイ ッ ト語を話せな くな りつつあ って も,イ ヌイ ッ トの親た ちはイ ヌ

イ ッ トとしてのアイデンティ テ ィを意 図的 に教え込んでお り,全 員ではないに しても

多 くの子供たちはイ ヌイ ッ トであ ることを意識 してい る。 しか しモン トリオール地区

の ような雑多な民族的背景を持つ人 々が住む都市環境では,イ ヌイ ット的文化要素や

イ ヌイ ッ トとい う民族 的 アイデ ンテ ィテ ィが都市 で生 まれた世代 に継承 され るこ と

は,き わめて困難 と思われ る。

皿一6.都 市におけ る社会問題

　都市 に住む イヌイ ッ トが深 くかかわ る問題 には,失 業,住 所不定,売 春,ア ル コー

ル中毒,麻 薬 などがあ る。 ここでは,酒 の問題 と麻薬 の問題 を取 り上げたい。

　 カナ ダでは都市在住 のイ ヌイ ッ トは飲酒にふけ り,バ ーに入 り浸 ってい るとい うイ

メージが定着 してい る。イ ヌイ ッ ト自身 も,多 くの都市在住 のイ ヌイ ッ トは酒 を飲み

す ぎ,問 題 を起 こしてい ると思ってい る。 このイ メージは間違 ってはいないが,す べ

てが真実であるわけではない。

　 55人 の うち52人 が飲酒 について回答 して くれ た。52人 中19人(36.5%)が,飲 酒の

問題は過去 も現在 も無 い と回答 した。23人(44.2%)が,か つ ては飲酒の問題 を抱え
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ていたが,現 在は問題ない,と 回答 した。そして10人(19.2%)が,現 在飲酒の問題

を抱>xて いると,回 答した。飲酒問題を抱えていた,お よび現に抱>xて いる都市在住

のイヌイットは両者を併せると60%以 上にのぼる。

次の表7に 示すように,有 職者,無 職者,学 生の間で飲酒についてかな りの違いが

みられた。

有職者の中で約60%の 人がかつては飲酒の問題を抱>xて いた。彼らは,夫,友 人な

どの手を借 りて立ち直った人が多い。妊娠や出産は女性が酒をやめるひとつの契機で

あった。また,AA(AlcohoholicsAnonymous)の 対話治療,ア ルコール中毒者のた

めの治療センターに通って禁酒に成功 した人が多い14}0かつて飲酒の問題を持ってい

た人は,再 び酒を飲み出すことをおそれ,現 在,飲 酒の問題を持つイヌイットとつき

あうのを極力さける傾向にある。

有職者の中で,か つて飲酒の問題にかかわ り,そ れを克服 した人の事例をひとつ紹

介 しておきたい。現在,25歳 になるある女性は,仕 事のために6年 ほど前にモントリ

オール地区に移動 してきた。彼女はモントリオール 地区でレバノソ出身の男性と出会

い,つ きあい始めたがその男性との関係が,う まくいかず,悩 み,酒 を大量に飲むよ

うになった。 このために彼女は仕事に行 くことができなくなってしまった。そこで彼

女は,仕 事場の上司の了解を得て,モントリオール 地区の近 くのローレソシアソにあ

る治療センターに6週 間,毎 日通い,心 理療法士や精神分析医の助けを借 りた。その

通院をやめた後も,土 曜 日や 日曜日には夜のAAミ ーティソグに通い,禁 酒を続け

ている。おかげで彼女は仕事場に復帰 し,元 気に仕事を続けている。

無職者では40%強 ものイヌイットが現在でも飲酒の問題を抱えている。 さらに,無

職のイヌイ ットの中の40%近 い人が,過 去に飲酒問題を抱えていた。ただし彼らは友

人,ボ ーイフレソドらの手助けや,AAと 治療セソターにかよって飲酒問題を克服し

た。学生は,今 回の調査による限 り,飲 酒の問題にあまりかかわっていない。ただ し,

表7飲 酒問題について

無職者 有職者 学 生 全 体

飲酒の問題無し 4(17.4%) 8(38.1%) 7(87.5%) 19(36.5°/)

かつて問題であ
った

9(39.1%) 13(61.9%) i(i2.s%) 23(44.2°/)

現在問題あり 10(43.5%) o(o.o/) o(o.o%) io(19.2%)

計 23 21 8 52

()内 は各列の百分率を示す。
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カティヴィク教育委員会によると,極 北の村からセジェップに進学してきた学生の中

には,モントリオール 地区の生活環境にな じめず,酒 を飲み,学 業を続けることがで

きな くなって極北の村に帰っていく10歳代や20歳 代の者が少な くないとのことであ

る。　　　・

　都市に在住のイヌイットが酒におぼれる原因としては,家 族や,配 偶者,ボ ーイフ

レソド,ガ ールフレンドとの離別に由来する悲しみ,モントリオール 地区という都市

における疎外感やホームシック,仕 事のないことがおもな理由としてあげられる。

　 ここで指摘しておかなけれぽならないことは,イ ヌイットの飲酒の問題は都市に在

住するイヌイ ットにのみ特有に見られる問題ではないと言 うことである。現在,飲 酒

の問題を抱>xて いる人たちは,彼 らの出身地である極北の村にもいる。

　 ラブラドールにかつて住んでいたある男性は,何 もすることがないので友人のまね

をして,12,3歳 の頃から友人とともに酒を飲み,麻 薬や シソナー遊びにふけった。

学校で休み時間に酒を飲むこともあった。母親以外は誰 も助けてくれなかったが,15

歳の時か ら2年 間をかけて友人やアルコール ・麻薬対策 プログラムの助けでそれ らの

問題を解決 した。一方,家 では,彼 の父親が酒に酔っては,彼 を しぼしぼ殴 りつけた。

彼は,家 よりも牢屋にはいっている方が安全であると思い,故 意に警察に逮捕される

ために他の家に盗みや不法侵入を行った体験を持つ。このように飲酒にかかわる問題

は,極 北の村々にも存在している。

　 コカインや大麻のような麻薬にふけるイヌイットもモントリオール 地区には少なく

ない。55人 中52人が麻薬についての質問に回答 したが,か つて麻薬の問題にかかわっ

ていたという回答者が8人 いた。また,現 在 もかかわっているという者が3人 いた。

飲酒はカナダ国内では18歳 以上であれぽ合法であるが,麻 薬は年齢に関係なく違法で

ある。このため,現 在についても過去についても麻薬の問題に対する回答が正確だっ

たとは思えない。

　 ある男性は,極 北の村で9,10歳 でシンナーを吸い始め,12,3歳 から酒を飲み始

めた。極北の村では大麻は1グ ラムあた り60から70ドルで取 り引 きされていると言 う。

極北の大きな村では,10歳 代から40歳代までの多数の人が,大 麻がな くなるとガソリ

ンやシソナーを吸 う。現在はモントリオール 地区に住んでいるが,週 に1度 ほどの頻

度で友人から大麻を入手 して吸っていると言 う。

　 コカイソやヘロイソなど危険な麻薬に手を出すイヌイットが極北の村にもモン トリ

オール地区のような都市にもいる。イヌイットがモントリオール 地区において麻薬に

手を染めるのは,彼 らが飲酒をする理由と同じであると考えてよい15}0
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皿一7.環 境 認識 都市 と極北 の村一

都市在住のイヌイット55人に,モ ン トリオール地区と極北の村 との違い,モ ントリ

オール地区の生活の長所や短所を質問 してみた。 ここでは,こ の質問に回答 しなかっ

た2人 のイヌイットと,一 時的にモントリオール 地区に滞在 していた1人 のイヌイッ

トを除いた52人 から得た情報を整理 し,提 示する(表8)。

表8に よると,モ ントリオール地区の生活環境が極北の村々よりもよいと答えたの

は全体の50%で ある。学生と有職者では,モ ン トリオール地区の生活環境についての

考えに大きな違いはみられない。有職者と学生はモン トリオール地区の方が職,教 育,

情報など利用しうる資源があ り,都 市の生活環境を良いと見なす人が多い。 しかしな

がら,同 じ人が都市生活を忙しい,流 れが早い,ス トレスがたまると否定的に考>xて

いる。

無職者の中に極北の村々の方がモントリオール 地区よりも生活環境はよいと考えて

いる人が31.8%も いる一方で,彼 らは極北の村での生活 と比べると自由がある,ス ト

レスが少ないと都市での生活を肯定的に捉>xて いる人が少なからずいる。

皿一8.将 来

妻の出産のためにモントリオール地区に一時的に滞在 していた1人 を除 く,54人 に

将来はどこに住むのか,極 北の村に帰るか どうかを質問してみた。極北へ帰 りたい,

帰るかもしれないと答えた人は24人,行 った り来た りしたいが2人,「 南」に残 りた

い,残 るかもしれないと答えた人が28人 であった。現実にはどうなるかは分からない

が,意 識の上ではほぼ半数強が 「南」に残るか,残 る可能性が高いと答えている。そ

の内訳は,次 の表9に 示す通 りである。

表8モ ントリオールの生活環境

無職者 有職者 学 生 全 体

モ ソ トリナ ール

の方 が 良 い

9(40.9%) 13(59.1%) a(so.o/〉 Zb(so.o%)

どちらともい>x
ない

6(27.3%) 8(36.4%) 3(37.5%) 17(32.7%)

極北の村の方が
よい

7(31.8%) 1(4.5%) i(i2.s%) 9(17.3%)

計 22 22 8 52

()内 は各列の百分率を示す。
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表9将 来の落ち着き場所

無職者 有職者 学 生 全 体

極北に帰 りたい 7(29.2%) 8(36.4%) 4(50.0%) 19(35.2%)

極北に帰るかも
しれない

a(s.3%) 2(9.1%) 1(12.5%) 5(9.3%)

行った り来た り
したい

2(8.3%) o(o.a%) 0(0.0°/) 2(3.7%)

南に残こるかも
しれない

1(4.2%) 1(4.5%) o(o.o%) 2(3.7%)

南に残 りたい ia(so.o%) ii(so.o/) 3(37.5%) 26(48.1%)

計 24 22 8 54

()内 は各列の百分率を示す。

この表9を 見る限 りは,有 職者,無 職者,学 生との間には将来の居住地の希望にあ

ま り大きな差異が見られない。 しか し,そ の理由についてこの3つ のカテゴリーの間

で明確な差が見られた。

有職者の うち,10人 が極北の村に帰 りたい,な いしは帰るかもしれないと回答 して

いるが,こ れはマキヴィクやカティヴィク教育委員会がクージュアックなど極北へ移

転する構想があ り,職 場の移動に伴 う理由で極北へ帰 りたいや,帰 るかもしれないと

答>xて いた。彼らの多 くは住むための家と職があれぽ,極 北に帰 りたいと条件を付け

ている。その2つ の条件が満たされなければ,実 際には極北に帰らないであろうこと

が予想される。一方,モ ントリオールか他の 「南」の都市に残 りたいと回答 した人た

ちは,極 北には良い仕事が無いこと,極 北では住宅の入手が困難であること,子 供の

教育には南の方が良いこと,極 北では何もすることが無いこと,極 北の生活は抑圧さ

れてお り,酒 を飲めぽ暴力をふるう村人がいること,極 北では生活費が高いこと,な

どの理由をあげていた。極北の村には,住 宅,経 済,教 育などの問題があることが指

摘された。

無職者の中で,極 北の村に帰 りたい,も しくは帰るかもしれないと答>xた 人は,仕

事があった り,私 的なもめ事が解決できれば帰 りたいという人たちで,男 性に多い。

一方 ,「南」に残 りたいとい う人には,20歳 代の女性や犯罪者,精 神病者,同 性愛嗜

好者で村から追放された男性が多い。また,極 北に帰っても職や住宅が不足 している

と指摘している人 も多かった。筆者が調べた限 りでは,モントリオール 地区の生活が

よいから残っているとい う無職の人はきわめて少数である。

学生の中で,極 北に帰 りたいと明言する者は,医 者,弁 護士,精 神科医などのスペ
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シャリス トになり,人hを 助けたいと回答 していた。学生の中で 「南」に残 りたいと

回答した者は,モ ントリオール地区やその他の都市で育った人,長 期間の教育を受け

た人,家 族が 「南」に住んでいる人であった。

　以上を総合すると,意 識の レベルではどのような回答をしたにせよ,か な り多くの

者が極北の村に帰らずにモントリオール 地区や他の都市に住み続けることが予想され

る。

N.検 討

　ここでは,い くつか の間題 の うち(1)移 動,(2)都 市 におけ る経済 階層 と社会 的

ネ ッ トワーク,(3)イ ヌイ ッ ト文化 とエスニ ック ・アイ デンティテ ィ,(4)都 市在住

のイ ヌイ ッ トの将来お よび(5)都 市 在住イ ヌイ ッ トの法 的認 定の困難 さの5点 につ

いて検討 を加 えてみ る。

N-1.移 動

　モントリオール地区のイヌイットには,5年 以上にわたる長期の滞在者が多数いる

ことが分かった。モントリオール地区に移動 した理由については,就 職,進 学などが

多か ったが,こ れらの理由以外に彼らに移動を促 した構造的な要因が複数,彼 らの出

身村に存在していることが判明した。極北地域の村では,人 間関係の閉鎖性(ス チュ

アート1992:81),職 が絶対的に少ないこと,住 宅事情の劣悪さ,酒 や麻薬の問題,

暴力事件や性犯罪の多発などのマイナス要因が存在している(例 えぽ,Kirmayer　 et

Ql.1996)。 モントリオール地区にある諸要因がイ ヌイットを引きつけているという

よりも,モ ン トリオールに在住 しているイヌイ ットの男性の約半数,女 性の約10%は ,

極北にある問題から逃れるためにモントリオール 地区に移住してきていた。

　 とりわけ無職の都市在住のイヌイットについては貧困,飲 酒,麻 薬,売 春の問題が

顕著であるが,彼 らが抱える問題はモントリオール 地区の問題 というよりも,出 身村

に端を発する問題であると言える16)0極北の村々の生活条件が改善されない限 りは極

北地域から都市への人 口流入はつづき,都 市におけるイヌイットの人口は増え続ける

ことが予測される。都市へのイヌイットの移動を理解するためには,極 北の出身地域

の社会 ・経済状況を詳 しく調査する必要がある。移動と定着に関 しては,別 稿(岸 上

1999)で 論じているので,こ こではこれ以上立ち入らないことにする。
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1>L2.経 済階層 と社 会的 ネ ッ トワー ク

　 カナダ ・イヌイ ット社会全体は,階 層化が進んだカナダ全体社会の底辺部を形成 し

ているが,極 北のイヌイット社会の中では階層分化はあまり顕著ではない。モソトリ

オール地区のイヌイ ットの生活状況は,有 職者 ・学生と無職者の間に,大 きな違いが

みられた。有職者や学生は他のカナダ人と同程度の収入があ り,他 の都市在住者 とほ

とんど変わらない生活を送 っているが,無 職の人々は社会福祉制度や慈善事業団体の

助けを借 りてなんとか生 きているとい うのが実状である。有職者や学生の中には経済

的な上昇志向が見 られるが,無 職者の多くは将来について建設的な展望を持 っていな

い。無職者の多くは学歴,専 門知識,技 能に欠け,貧 困生活を余儀な くされてお り,

彼 らがよりよい生活状況へ と変わることはほぼ不可能に近い。この現実は,都 市イヌ

イットに無力感や欲求不満をつのらせ,彼 らが酒や麻薬におぼれた り,生 活の必要に

迫 られて犯罪を犯 した り,売 春を行わせている。無職者の都市での生活は,カ ナダの

下層階級の生活様式 と共通する点が多い。モントリオール 地区のイヌイ ットとの間に

は極北社会では見 られないほどの顕著な階層差が存在 している。

　モントリオール 地区にはイヌイ ットが集まった り,情 報を交換する公的な場所がな

い。 しかもモントリオール 地区のイヌイットは任意集団を持たず,分 散 して住んでい

るので,集 住地を形成 しておらず,彼 らの社会的なネットワークは個々人が主体的に

形成 していくほかはない。 したがってイヌイット間の相互扶助,イ ヌイ ット語の使用

は,ほ とんど個別的にしか行われていない。すなわち,モ ントリオール地区ではイヌ

イットの生活様式,文 化要素,あ るいはエスニック ・アイデンティティを維持する社

会的な基盤が弱いのである。

]V-3.文 化 とエ ス ニ ッ ク ・ア イ デ ン テ ィ テ ィ

　モントリオール 地区においてはイヌイットの民族的な文化要素を維持 し実践するに

は,大 きな困難を伴 う。あえて彼 らの間にイヌイ ット的な文化的特徴を見つけだす と

すれば,イ ヌイット語,食 物分配,イ ヌイット料理であろう。さらにモントリオール

地区で生活をする限 り,イ ヌイ ット的な生活や文化を実践する必然性が存在 していな

い。 しかし一方で,1997年 の時点では,モ ン トリオールに在住 していたイヌイットの

大半は,イ ヌイットとしての帰属意識を強 く持ち続けており,行 動と意識の間に大き

な乖離が見られるのである。

　モントリオール 地区への新来者の男性はイヌイ ット語を話 し,イ ヌイット意識を
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持 ってい るが,独 身 のままである傾 向が見 られ,彼 らのイ ヌイ ッ ト語 やイヌイ ッ ト意

識 は次世代に受 け継がれ ることな く彼 ら1代 限 りで消滅 して しま うと考えてよい。都

市 に移動 したイ ヌイ ッ トの女性は全般的に,非 イ ヌイ ットの男性 と一時的 に同棲 した

り,結 婚する傾 向が見 られ る。彼女た ちの子供 の世代 では,イ ヌイ ット語を話す こと

がで きな くな る人 が出て くる。 さらにイ ヌイ ッ ト以外 のエス ニ ック ・アイデ ンテ ィ

テ ィを併せ持 つ人や イ ヌイ ヅ ト意識 をあ ま り持たない人が 出現す る。 すでに紹介 した

ように,1991年 の先住民人 口調査 によると,モントリオール 地区に在住す るイ ヌイ ッ

ト775人 の うち455人 は,イ ヌイ ットと仏系 とい った2つ 以上 のエ スニ ック ・アイデ ソ

テ ィティを持 っているのであ る。

　モントリオール 地区のイ ヌイ ットは,無 職者であれ ぽ強 いイヌイ ッ ト意識を持 って

いるが,モ ン トリオー一ル地区で育 った学生や,配 偶者や片親が非イ ヌイ ッ トである人

々は,イ ヌイ ットである とい う意識 よりも,「 カナダの先住民」「イ ヌイ ッ トの血 を引

くカナダ人」,「ケベ ックの先住民」 などエス ニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィの範囲を越 し

た よ り広 範 な アイ デ ンテ ィテ ィを持 つ者 が 出現 しは じめて い る(cf.ラ ンバ ー ト

1988)0

]V-4.都 市 在住 イ ヌイ ッ トの将 来

　二世代以上にわたる異民族との通婚 と都市生活は,モントリオール 地区でのイヌ

イット語の継承を困難にさせ,イ ヌイットの食物の嗜好を変化させる可能性が高い。

モントリオール地区など 「南」の都市で生まれ,多 様な民族的背景を持つ人々が混住

している多文化的な都市環境の中の核家族世帯で育てられれぽ,両 親,友 人,自 分自

身の意図的な努力がない限 り,イ ヌイット語やイヌイット的な生活様式の保持,イ ヌ

イットのコミュニティーの形成は,現 在も,将 来もモントリオール地区においては不

可能に近いと言える17)0

　では,都 市在住イヌイットのエスニック ・アイデンティティはどのように変化して

いくと考えられるか。

　カナダにおいては,イ ヌイ ットは1982年 憲法において先住民であると認定され,そ

の権利が保障されている。さらに都市在住であっても協定の条件を満たすイヌイ ット

やその子孫は,「 ヌナヴ ト協定」,「ジェームズ湾および北ケベ ヅク協定」から教育費

や医療費の補助などの恩恵を受けることができる。このため,都 市在住のイヌイ ット

は現実の生活様式 とは関係なく,イ ヌイットであるという社会的な立場を表明し,イ

ヌイ ットであるとい う意識を持ち続ける可能性がきわめて高い18)。都市在住のイヌ
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イ ットの子孫たちは,「 ジェームズ湾および北ケベック協定」の受益者であ り続ける

ことを望む一方で,日 常の生活に根ざしたイヌイット的生活様式や考>x方 が失われる

とい う状況がモントリオール 地区において近い将来,出 現するのではないか と考えら

れる。ある条件下ではイヌイットがイヌイ ットでなくなった り,独 自のイヌイット文

化を持たないが政治 ・経済的な利害のためにその民族意識を持つ人々が出現 し,人 々

は無意識の うちに,あ る時は意図的にエスニック ・アイデンティティを変更 した り,

複数のアイデンティティを操作的に使い分けることによって都市環境の社会 ・経済的

状況に対処しながら生きていくと考えられ る19)0そのような状況のもとでは都市在住

のイヌイ ットの生活を既存の 「文化」や 「民族」といった概念によって把握す ること

は困難である。都市在住のイヌイットの生活やその多様性を把握するためには,彼 ら

の日常生活における社会的な実践(practices)や 行動戦略を調査 しなければならない

であろう。

]V-5.都 市在住 イ ヌイ ッ トの法的認 定 の困難 さ

　 イ ヌイ ッ トとい う民族意識を持 ちなが ら,出 身地な ど極北 の村 で生活を営んでい る

な らば,あ る人がイ ヌイ ッ トであるか ど うかを判別す ることはそれほ ど困難 な ことで

はない。 しか し雑多な民族 出身の人hが 混住 してい る都市環境 の中でイヌイ ッ トが生

活 を し,世 代を経て故郷 との関係が不 明に なるに したがい,そ して コ ミュニティーを

形成 していない場合には,イ ヌイ ットである と主張す る人 々をイ ヌイ ッ トと判別 し,

認 定す る ことはほぼ不可能 となる。

　例 えば,「 ジ ェームズ湾お よび北 ケベ ック協 定」のセ クション3,「 ヌナ ヴ ト協定」

の第35条 には協 定の対象 とな るイ ヌイ ッ トの条 件が提示 されてい る。「ジ ェ7ム ズ湾

お よび北 ケベ ック協定」では,イ ヌイ ッ トとは1974年11月15日 を基 点 としてケベ ック

州に住 んでいるか,そ こで生 まれたイ ヌイ ッ ト出自の者の中で,コ ミュニィテ ィー(村)

が イ ヌイ ッ トとして認定する人,そ の人 の養子,お よびそれ らの人の養子 と血 のつ な

が りのあ る子孫 であ る。 また協定の受益者 と言 う点では,そ れ らの配偶者 も含 まれ る

が,イ ヌイ ッ トと認定 され るわけではない。「ヌナ ヴ ト協定」 では,極 北 の各村 に3

名 か ら6名 の長老か ら構成され るコ ミュニィテ ィー審査委員会をつ くり,イ ヌイ ッ ト

と しての登録 申請者を吟味 し,登 録者を決定す る。登録 申請の条件は,存 命 のカナダ

国民であ ること,自 らをイ ヌイ ッ トであ ると考 えている こと,イ ヌイ ットの文化伝統

や社会慣 習 と関係 してい ること,そ して ヌナ ヴ ト内の市町村 と関係がある者 であるこ

とであ る。
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　このような規定を都市在住のイ ヌイットに適用しても,彼 らや彼らの子孫が異なる

民族出身者 との婚姻や転居を何世代か続けると,出 身地やそこに住む親戚の者 と関係

が分からな くな り,イ ヌイ ットの出自であるとしても,イ ヌイ ットであるという法的

認知を得 ることはほとんど不可能になると予想できる(ス チ ュアー ト私信)。

　 1991年の時点で,イ ヌイ ットであるという意識を部分的にせよ持っている人たちの

全人口の5分 の1は 都市に在住 している。このことを考慮すれば,明 確な法的基準を

新たにもうけない限 りは,本 人がいかにイヌイットであるという主観的帰属意識を持

とうとも,都 市在住のイヌイットの大半が将来的にイヌイットとしてさらには先住民

として社会的な認知をされないまま生きていかざるを得なくなるであろ う。

V.結 び に か え て

　本稿では,モントリオール 地区に在住するイヌイ ットの来住の理由,生 活状況など

について報告するとともに,社 会的ネ ットワーク,文 化 とエスニック・アイデンティ

ティJ都 市イヌイ ットの将来について検討を加>xた 。ここでは,研 究結果を要約して

おきたい。

　 (1)モントリオール 地区のイヌイット人 口は,20歳 代後半から40歳代前半に集中

し,55歳 を越える人はきわめて少ない。女性の方が男性の方 よりも人 口数が多い。

　 (2)出 身地域は,ケ ベ ック州内か らが655%,ヌ ナヴ トか らが23.6%,そ れ以外

が11%で あった。モントリオール 地区在住のイヌイットの大半は,カ ナダの東部極北

圏か ら来ている。

　 (3)イ ヌイットがモントリオール地区に来た理由には,進 学,就 職,病 院へ行 く

ため,ボ ーイフレン ドや配偶者の転居に同行することなどがあげられる。また,極 北

地域の村々で見られる酒や麻薬の問題,そ れらに起因する暴力事件や性犯罪の頻発,

人間関係の閉鎖性,住 宅不足,職 不足などの要因のために,極 北の村を出て,都 市に

移 り住んできている。後者の場合,モ ントリオール地区とい う都市にある生活の資源

や都市生活の魅力がイヌイ ットを引きつけたのではない。

　 (4)モ ントリオール地区では,イ ヌイ ットの女性の方が男性 よりも長期に居住す

る傾向がある。男性の場合には5年 以下の在住者が全体の73.4%を 占めるが,女 性の

場合には6年 以上の在住者が全体の63.9%を 占めている。また,16年 以上の在住者は

男性には皆無だが,女 性には全体の19.4%も いる。

　 (5)生 活や収入においては,イ ヌイ ットの無職者 と有職者 ・学生の間にかな りの
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差異が見 られ る。有職者 や学生 は衣食住に不 自由を しない生活 を送 っている。一方,

無 職者はモ ン トリオール地 区にある既存の制度 を利用 してなんとか生 き延 びてい るの

が現状である。

　 (6)有 職 者や学生 は極北 の出身村か ら送 られて くるアザ ラシの肉,カ リブーの肉,

ホ ッキ ョクイ ワナを頻度 は少 ないにせ よ食べ てい るが,無 職者はそれ らをモ ン トリ

オール地 区で食べ る機 会にはあま り恵 まれていない。

　 (7)イ ヌイ ッ トのみ を成員 とす る任意集 団や コ ミュニテ ィーはモントリオール 地

区には存在 していない。彼 らの社会的なネ ットワー クはきわめて個別 的で本人を中心

として と りむすばれて いる。彼 らが友人 とあ う場 は,職 場 や先住民友好 セ ソタ ー,

シ ェ ・ドリ,学 校,公 園,バ ー,シ ョッピソグ ・セ ンターであ る。

　 (8)有 職 者や学生は 出身地 の親戚や友人 を定期 的に訪問 した り,電 話で連絡 を取

り合 っている。無職者 は コレク トコールな どを利用 して電話連絡を故郷 の親戚や友人

に とっているが,帰 省す ることは葬式な ど特別 な機会 を除けぽほ とん どない。

　 (9)モ ン トリオール地区 のイ ヌイ ッ トは1イ ヌイ ッ ト語の使用や,極 北か ら送 ら

れて きたカ リブー肉な どの食料の分配を除け ぽ,イ ヌイ ッ ト的な文化 の実践を しては

いない。

　 (10)都 市 のイ ヌイ ッ トの人 口は,次 か ら次へ と流入す る新来者 に よって維持,増

加 されているが,異 民族婚 で生 まれた子供や モ ン トリオール地区で育 った子供は,イ

ヌイ ッ ト語 を話 さず,か つ イ ヌイ ッ ト以外の エス ニ ック ・アイデ ンティテ ィをイ ヌ

イ ットのものと併 せ持 ちつつあ る。 この現象 はモントリオール 地 区 とい う多文化 ・多

民族が混在 し,共 存 している都市において進行 しているグ ローバ リゼーシ ョソの一側

面である と考 えられ る20)0

　 (11)有 職 者のイヌイ ッ トはモントリオール 地区の生活環境 がよい と考>xて いるが,

都市生活 を忙 しい,流 れが早 い,ス トレスがた まる と否定的に捉 える傾 向があ る。一一

方,無 職 のイヌイ ットはモ ン トリオ ール地 区の生活環境を必ず しもよい とは考 えては

いないが,極 北の出身村 と比べ るとよ り自由があ り,ス トレスが少 ない と肯定的に捉

えている人が多い。

　 (12)都 市 のイ ヌイ ッ トの中には酒や麻薬 の問題 にかかわ っている人 もいるが,こ

の問題 を克服 したイ ヌイ ッ トも多数い る。

　 (13)極 北 の村 々の社会 ・経済状況が改善 され なければ,都 市 に残 った り,新 たに

来住す るイ ヌイ ッ トの人 口は増加す ると予想 され る。

　 (14)都 市在住 イ ヌイ ッ トの生活 を理解 し,記 述,分 析す るためには,「 文化」 や
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「民族」といった既存の概念にとらわれることなく,彼 らの日常生活における多様な

実践を研究の対象にするべきである。

　 (15)主 観的な帰属意識を除けぽ,都 市在住のイヌイ ットをイヌイ ットかどうか判

別することはほとんど不可能に近い。都市居住のイヌイットが,先 住民としての地位,

「ヌナヴト協定」や 「ジェームズ湾および北ケベック協定」の受益者としての権利を

保持し続けるためには,よ り包括的で明確な判定基準が新たにつ くられ,適 用されな

けれぽならない。

　最後に,モ ントリオール地区での調査の結果に基づいて,今 後の研究課題を3つ 提

起しておきたい。

　 (1)モ ントリオール地区では,現 状のままではイヌイ ット・コミュニィティーは

将来も形成されず,都 市のイヌイット文化は創成されないと予想 される。このことは

カナダの都市イヌイ ットに共通 して見られることであろうか。それとも状況次第では,

イヌイ ットのコミュニィティーや都市文化が新たに生成されるのか。イヌイ ットのセ

ンターや集合住宅があ り,状 況の異なるオタワに居住しているイヌイ ットの事例を調

べ,比 較する必要がある。

　　(2)都 市在住イヌイ ットの出現 と増加は,長 期的に見れぽ,都 市における民族の

消滅や新たな民族の生成過程 として捉>xる ことができるのか。ライフヒス トリー調査

を中心に,2つ 以上のエスニック・アイデンティティを併せ持つ人間の出現の過程 と

彼 らの生活の実態を克明に調査すべきである。

　　(3)イ ヌイ ット社会の今後の動向として,都 市在住のイ ヌイ ットの動静を無視す

ることはできない。世界で同時に進行しつつある政治経済現象に注意をはらいつつ時

間(歴 史)と 空間(地 域)の 脈絡に沿って,「極北」 と 「都市」に住むイ ヌイ ットの

生活の実態とアイデンティ ティを比較しながら,イ ヌイ ット社会全体の現状 とその変

化を研究することが不可欠である。
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度 か 書 き直 した 。 研 究 代 表 者 の松 山利 夫 先 生 を は じめ とす る皆 様 に 感 謝 の 微 意 を表 す 次 第 で あ

る。 また,現 地 調 査 を 行 うに際 して,イ ソタ ビ ュー調 査 に 協 力 して 下 さ った55人 の都 市 在 住 の

イ ヌイ ッ トの皆 様 と,下 記 の方hか ら調 査 協 力 を得 た 。マ キ ヴ ィクのCarolyn　 Stoneさ ん,シ ェ ・
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注

1)　 カ ナ ダ の都 市 在 住 の フ ァース ト ・ネ ー シ ョ ソズや メ ー テ ィス に つ い て は 多数 の 先行 研 究 が

　 存 在 して い る。 例 え ぽ,代 表 的 な 研 究 と してBrody(1971),Dosman(1972),　 Gerber(1977;

　 1980),Lambert(1988),　 La　Prairie(1994),McCaskill(1981},Nagler(1970),Peters(1984;

　 1996),Price　 and　McCaskill{1974),Royal　 Commission　 on　Aboriginal　 Peoples(1993),Ryan

　 (1979)な どが あ る。

2)　 ア ラス カ の ア ソ カ レ ッジへ の イ ヌ ピア ッ クや ユ ッ ピ ッ クの移 動,グ リー ソ ラ ン ドの ヌ ー ク

　 へ の イ ヌイ ッ トの 移 動 や,彼 らの 生 活 に つ い て は,フ ォー ゲ ル=チ ャ ソス(Fogel-Chance

　 1993)や ス プ ロ ト(Sprott　 1994),ハ ミル トンら(Hamilton　 and　Seyfrit　1993;1994;Hami1-

　 ton　et　al.1996)に よ る研 究が あ る。

　 　 ア ラス カ の村,町,都 市 の 先住 民 人 口を調 査 した ハ ミル トン らは,女 性 の方 が 男性 よ りも

　 都 市 に移 動 し,都 市 とそ れ 以 外 の 小 規模 な町 村 と の間 で は20歳 か ら39歳 の 年齢 グル ー プの 男

　 女 人 口に大 きな 違 い が あ る こ とを 発 見 した。 そ して先 住 民 の 移 動 に は,小 さな 村 ほ ど女 性 の

　 人 口流 失 が 激 し く,村 の規 模 の 大 き さ と深 い関 係 が あ る こ とを指 摘 して い る(Hamilton　 and

　 Seyfrit　1993;　1994)0

　 　 フ ォー ゲル=チ ャ ソス は ア ソ カ レ ッジ に住 む イ ヌ ピア ックの 女 性 に つ い て調 査 し,彼 らが

　 欧 米 型 の主 流 社 会 の 文 化 に 同 化 され て きた の では な く,イ ヌ ピ ア ック文 化 と現 代 米 国文 化 と

　 の両 方 の世 界 に 住 ん で い る こ とを指 摘 してい る。 彼 らは 子 育 て,相 互 扶 助,世 帯構 成 に お い

　 て イ ヌ ピ ア ッ ク的 な や り方 を ア ソ カ レ ッ ジ に お い て も実 践 し て い る こ とを 例 証 して い る

　 (Fogel-Chance　 1993)o

　 　 さ ら に ア ソ カ レ ッジに 住 む 先住 民 を調 査 した ス プ ロ トは,彼 らは 特 定 の 先住 民 の伝 統 や慣

　 習 を保 持 して は い な い が,「 象 徴 的 な」 文 化 や 先 住 民意 識(特 定 の 先 住 民 集 団 へ 帰 属 して い

　 る とい う意 識)は 持 ち 続 け て い る こ とを指 摘 して い る。 一 方 で,都 市 在 住 の 先 住 民 女性 の非

　 先 住 民 男 性 との 婚 姻 が これ まで の よ うに 高 い頻 度 で 行 わ れ,数 世 代 を 経 た 場合 に は,彼 らの

　 エ ス ニ ッ ク ・アイデンティ テ ィの 変 更 や 消 滅 に つ な が る 可 能 性 を 彼 女 は 指 摘 し て い る

　 (Sprott　 1994)o

　 　 グ リー ソラ ソ ドの 人 口移 動 の事 例 を研 究 したハ ミル トン らは,若 い 女 性 が村 か ら他 出 す る

　 傾 向が 強 い こ とや,男 女 の 人 ロ比 は村 の規 模 と相 関 関 係 が あ るな ど,ア ラス カの場 合 と同 じ

　 よ うな傾 向が あ る こ とを 指 摘 して い る。 しか し,グ リー ン ラ ソ ドの 場 合 は,行 政 や仕 事 場 な

　 どの地 方 分 散 化 が 政 策 と して 実 施 さ れ て お り,そ れ らが 女 性 の 村 か ら都 市 へ の 人 口流 失 に歯

　 止 めを か け る可 能性 も指 摘 され て い る(Hamilton　 et　al.1996)。

3)　 1996年 の6月 に は オ タ ワにあ る カ ナ ダ ・イ ヌイ ッ ト協 会(lnuit　 Tap叝isat　 of　Canada),イ

　 ヌイ ッ ト女 性協 会"Pauktuutit"(lnuit　 Women's　 Association),イ ヌ イ ッ ト環 極北 会 議(ln-

　 uit　Circumpolar　 Conference),オ タ ワの イ ヌイ ッ ト ・ハ ウス"Tunngasuvvingat　 Inuit"な ど

　 を訪 ね て,調 査 の 内 容 を 説 明 し,協 力 を依 頼 す る と と も に,都 市在 住 の イ ヌイ ッ トに つ い て

　 の情 報 を収 集 した 。 同 年 の7月 に はモントリオール 地 区 にあ る,北 ケベ ッ クの イ ヌイ ッ トの

　 政 治 ・経 済 団 体 で あ るマ キ ヴ ィ ク(Makivik),都 市先 住 民一 般 に 対 してサ ー ビス を 提 供 す る

　 モ ン トリオ ール先 住 民 友 好 セ ソ タ ー(Native　 Friendship　 Centre　 of　Montreal),女 性 用 「駆 け

　 込 み 寺 」 で あ る シ ェ ・ド リ(Chez　 Doris),北 ケ ベ ッ クの学 校 教 育 を 管 理 ・統 括 す る カ テ ィ

　 ヴ ィ ク教 育 委 員 会(Kativik　 School　 Board)の 事 務 所 を 訪 れ,調 査 内 容 の説 明 を行 い,協 力

　 と調 査 許 可 を求 め た 。モントリオール の諸 機 関 か ら調 査 につ い て の協 力 を得 た後,同 年 の7
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　 月末にモントリオール 先住民友好センターにて質問票を用いた予備調査を10人 のイヌイット

　　について実施 した。そして帰国後,予 備調査の結果を公表するとともに(岸 上1997),本 調

　 査のために質問票を改良 した。そして筆者は本調査を1997年6月17日 か ら8月8日 まで,モ

　　ソトリオール地区で実施した。
4)1997年 の6.月25日 か ら7月2日 までシェ・ドリにて7人 の女性にインタビューした。7月

　 3日 か ら7月11日 までマキヴィクにて14人 にイソタビューした。 この中には,夏 期休暇中に

　　アルバイ トをしている学生が7人 含まれている。7月15日 か ら17日 までカティヴィク教育委　 員
会で働いている11人 のイヌイットの職員にイソタビューした。そして7月21日 か ら8月5

　　日までモン トリオール先住民友好センターでイヌイット23人にインタビs一 した。 この23人

　 の中にはイヌイットの学生が1人 含まれている。
5)調 査の時期が夏期休暇中であ り,多 数の学生がヌナヴィク(ケ ベック州極北部)の 出身地

　 に帰省 していたために,モ ントリオール地区でアルバイ ト中の学生にしかインタビューを行

　　うことができなかった。 さらにモントリオール 地区に在住しているイヌイットの小中学生ら

　 については間接的な情報 しか入手できなかった。このため,子 供と学生のカテゴリーについ

　 ては統計学的な意味での代表性に偏 りがある。
6)今 回の調査では,全 体のほぼ3分 の2の イヌイ ットがケベック州内からモン トリオール地

　 区へ来たことになる。モントリオール地区の先住民友好セソターの先住民雇用サービスに登

　 録している67人 のイヌイットの出身地を地域別にみると,ケ ベック州内から39人(58%),

　　ヌナヴトから25人(37.3%),そ の他の地域が3人(4.4%)で あった(岸 上1997:67-68)。
7)都 市在住のイヌイットの移動パターンの研究は未開拓の分野であり,今 後の研究課題 とし

　 たい。また,モ ントリオール地区から他の都市や極北の村へ移動 したイヌイ ットの追跡調査

　 も今後の重要な研究課題である。

8)無 職の者25人 のうち,男 性12人 と女性13人 の内訳は次の通 りである。男性12人 のうち,モ

　 ントリオール地区在住が1年 未満が5人,1年 以上5年 以下が5人,6年 以上10年 以下が1

　 人,11年 以上15年 以下が1人 であった。女性13人 のうち,モ ントリオール地区在住が1年 未

　 満が1人,1年 以上5年 以下が5人,6年 以上10年 以下が2人,11年 以上15年 以下が2人,

　 15年以上20年 以下が2人,21年 以上25年 以下が1人 であった。
9)有 職者22人 の うち,男 性は5人,女 性は17人 であった。男性の場合,モントリオール 地区

　 の在住が1年 以上5年 以下が3人,6年 以上10年 以下が1人,11年 以上15年 以下が1人 であっ

　 た。一方,女 性の場合,モ ントリオール地区の在住が1年 以上5年 以下は4人,6年 以上10

　 年以下が7人,11年 以上15年 以 内が3人,16年 以上20年 以下が2人,20年 以上25年 以下が1
　 人であった。

10)　 この傾向が,モ ントリオール地区の都市在住のイヌイ ットの特徴であるのか,そ れともモ

　 ソトリオール地区の都市在住者一般の傾向であるのかを確定するためには,比 較研究を試み

　 る必要がある。イヌイ ットという民族とい う要因よりも,ジ ェンダーや階級という要因によっ

　 て同じイヌイットであっても在住地域が異なっている可能性が高い。
11)1998年 の調査でCollege　 Marie-Victorinに 通 っているイヌイ ットの学生約20人 はそのセ

　 ジェップの近 くにあるアパートのビル数件に隣接して住んでいることが判明した。これは1

　 種の集住地 といえるかもしれない。
12)本 人 は回答 しなかったが,イ ンタビューした者の中にエイズ患者(女 性)が1人 いること

　 が分かっている。毎夜,ダ ウンタウンのバーに酒を飲みに出かけるイヌイ ットの女性は,エ

　 イズ感染についてはハイ ・リスク集団であると考>xら れている。
13)カ ナ ダの首都オタワにはイヌイットだけを対象 とする"Tungasuwingat　 Inuit≫という名

　 称のイヌイット・センター(Webster　 1993:7(}-76)と ヴァニエ地区にはイヌイット住宅が存

　 在 している(Carpenter　 1993:62-69)。 オタワには,こ れら2つ の場所を拠点として,イ ヌ

　 イットのコミュニティーが存在 していると言える。
14)AAと は,飲 酒の問題を持つ者が民族,人 種の違いに関係なく集まり,体 験を話 した り,

　 集団で禁酒を実践する有志のグループで,モ ントリオール地区には複数存在している。一方,

　 治療セソターは,ア ルコール中毒者を治療 し,人 々が日常生活に復帰できるように訓練する

　 場所である。モントリオール近郊のオカ ・リザーブには先住民のためのセンターがあ り,イ

　 ヌイットの中にもそこに通った老がいる。

15)　 モン トリオール総合病院(Montreal　 General　Hospital)の ギル博士は,精 神科医のカーマ

　 イヤー博士らとともに,モントリオール 地区に住む先住民の間での酒や麻薬の乱用の問題に
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ついて調査プロジェクトを計画し,実 施している(Gilln.d.)。

16)グ リーソラソドの事例(Hamiltonetal.1996)が 示 唆しているように,極 北の村々での

学校教育や職業訓練,経 済構造,社 会問題の状況が改善されれぽ,都 市へ移動するイヌイッ

トの絶対数は減少するのではないかと思う。その減少分だけ,都 市で問題に直面するイ ヌ

イットが少なくなるのではないかと考える。

17)「 伝統文化」を僻地のアボ リジナル社会から学び,自 らの文化をつくり,保 持 しようとつ

とめているシドニーに住むオース トラリア先住民の事例(鈴 木1995;1997)と 比べた場合,

モントリオールのイヌイットは「伝統文化」にあまり執着せず,イ ヌイ ットの都市文化の(再)

創造をしていないとい う点で,好 対照をなす。シドニーやアデレードのオース トラリア先住

民(松 山1993;鈴 木1995;1997)と カナダの都市先住民の生活状況についての比較研究は

興味深い課題である。
18)ス チsア ートは,「 イヌイ ット」であるか否かの規定は最終的には法律によって規定する

以外に 「客観的な」定義は存在しないと主張 している(私 信)。

19)筆 者 は 「生存の行動 と便宜性」の概念(松 田1995:202;1997:220)が 都市在住イヌイッ

トの行動を説明する上で有効であると考えている。

20)ひ とつの地域内で複数の文化が混在 している状況では複数のエスニック・アイデンティ

ティを併せ持つマルチ ・エスニックな人が出現することが,カ リブ海域やアフリカの諸社会

では以前から知られている(例 えば,Drummond1980)。
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